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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

二
六

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論

―
―
愛
国
勤
労
党
か
ら
信
州
郷
軍
同
志
会
へ
―
―

田
　
上
　
慎
　
一

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
満
州
事
変
勃
発
の
中
で
「
右
翼（

（
（

」
系
政
党
・
愛
国
勤
労

党
（
以
下
、
愛
勤
党
と
略
記
す
る
）
南
信
支
部
か
ら
長
野
県
会
議
員

選
挙
に
出
馬
、
当
選
し
、
陸
軍
省
の
指
導
の
も
と
で
結
成
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
信
州
郷
軍
同
志
会
（
以
下
、
郷
軍
同
志
会
と
略
記
す
る
）

を
背
景
に
国
政
へ
と
進
出
し
た
中
原
謹
司
の
人
物
像
を
描
出
、
検
討

し
、
彼
の
中
央
政
界
進
出
の
過
程
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
九
三
〇
年
代
の
政
治
状
況
の
一
面
を
描
出

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
、
中
原
謹
司
に
つ
い
て
は
、
彼
の
所
属
し
た
愛
勤
党
南
信
支

部
や
郷
軍
同
志
会
を
検
討
す
る
と
い
う
研
究
視
点
か
ら
「
フ
ァ
シ
ズ

ム
運
動
」
の
担
い
手
と
し
て
の
評
価
が
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

先
行
研
究
と
し
て
佐
々
木
敏
二
「
一
地
方
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運

動
─
長
野
県
下
伊
那
の
場
合
─（

（
（

」
や
須
崎
愼
一
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
そ
の
時
代（

（
（

』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。

　

佐
々
木
氏
は
、
左
翼
青
年
運
動
に
対
抗
し
て
結
成
さ
れ
た
思
想
善

導
団
体
で
あ
る
下
伊
那
郡
国
民
精
神
作
興
会
か
ら
猶
興
社
、
愛
勤
党

南
信
支
部
、
郷
軍
同
志
会
へ
と
至
る
過
程
を
検
討
し
、
こ
れ
を
「
右

翼
運
動
」
が
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
」
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
捉
え
て
、

そ
の
源
流
に
は
団
体
結
成
を
主
導
し
た
森
本
州
平
や
中
原
ら
の
勤
王

思
想
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
を
提
起
し
た
。
つ
ま
り
、
勤
王
思
想

を
も
ち
、か
つ
帝
国
在
郷
軍
人
会
（
以
下
、在
郷
軍
人
会
と
略
記
す
る
）

の
役
員
で
も
あ
る
彼
ら
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
陸
軍
と

の
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
」
へ
と
変
容
し
た
の

だ
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

二
七

　

一
方
で
須
崎
氏
は
、
佐
々
木
氏
と
同
じ
く
こ
れ
ら
諸
団
体
は
「
右

翼
運
動
」
が
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
」
に
変
容
し
た
も
の
と
い
う
立
場

か
ら
、「
中
原
謹
司
手
帳
」
や
「
森
本
州
平
日
記
」
と
い
っ
た
新
た

な
史
料
を
用
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
須
崎
氏
は
一
連
の

過
程
を
「
地
域
右
翼
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動
」
と
名
付
け
、
地
域
に
根

ざ
し
て
「
右
翼
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
」
を
図
ろ
う
と
し
た
運
動
が
、
陸

軍
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
「
軍
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
へ
と
変
容
し
て
い
っ

た
と
す
る
自
説
を
提
起
し
た
。
そ
の
中
で
付
随
的
で
は
あ
る
が
、
森

本
や
中
原
ら
運
動
の
中
心
に
い
た
人
物
が
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
」
し
て

い
く
過
程
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
佐
々
木
、
須
崎
両
氏
の
成
果
に
よ
り
愛
勤
党
南
信

支
部
や
郷
軍
同
志
会
の
概
要
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
主
に
左

翼
青
年
運
動
へ
の
対
抗
と
い
う
構
図
に
重
き
を
置
い
た
こ
と
か
ら
、

中
原
が
職
業
政
治
家
に
な
る
過
程
に
つ
い
て
言
及
は
少
な
く
、
ま
た

中
原
の
選
挙
母
体
と
し
て
こ
れ
ら
の
団
体
を
検
討
し
て
い
な
い
。
こ

れ
で
は
、
当
時
「
新
人
」
候
補
に
す
ぎ
な
か
っ
た
中
原
が
、
な
ぜ
長

野
県
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
大
物
代
議
士
で
あ
る
小
川
平
吉

を
破
っ
て
初
当
選
を
飾
り
、
終
戦
ま
で
議
席
を
守
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
答
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
本
稿
は
佐
々
木
、
須
崎
両
氏
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
、
従

来
「
右
翼
」
系
団
体
と
し
て
の
評
価
し
か
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

愛
勤
党
南
信
支
部
や
郷
軍
同
志
会
な
ど
の
諸
団
体
を
中
原
の
選
挙
母

体
と
捉
え
、
中
原
が
中
央
政
界
に
お
け
る
職
業
政
治
家
へ
と
歩
ん
で

い
く
過
程
を
再
検
討
し
た
い
。

　

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、「
中
原
謹
司
文
書（

（
（

」、「
市
瀬
繁
文
書（

（
（

」、「
小

林
八
十
吉
文
書（

（
（

」、『
信
濃
毎
日
新
聞（

（
（

』、『
南
信
新
聞（

（
（

』、『
信
濃
時
事

新
聞（

（1
（

』
を
主
に
利
用
し
た
。

一　

二
つ
の
源
流
と
政
界
進
出

　

１
、
政
治
家
と
し
て
の
源
流

　

ま
ず
、
中
原
の
略
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

中
原
は
一
八
八
九
年
、
長
野
県
下
伊
那
郡
龍
江
村
（
現
飯
田
市
）

の
地
方
名
望
家
中
原
治
部
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
飯

田
中
学
校
を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
て
一
九
一
二
年
に

坪
内
逍
遙
の
主
宰
す
る
文
芸
協
会
演
劇
研
究
所
に
入
所
し
た
。
俳
優

を
目
指
し
た
が
親
の
反
対
を
受
け
て
断
念
し
、
一
九
一
三
年
に
文

科
哲
学
科
を
修
業
し
て
帰
郷
し
た
。
同
年
一
年
志
願
兵
と
し
て
歩
兵

第
六
〇
連
隊
に
入
営
、
一
九
一
五
年
に
再
訓
練
を
受
け
て
歩
兵
少

尉
（
の
ち
中
尉
）
に
任
官
し
た
。
こ
の
年
、
信
濃
時
事
新
聞
社
に
入

社
、
一
九
二
〇
年
に
南
信
電
気
株
式
会
社
支
配
人
、
一
九
二
八
年
に

は
信
濃
時
事
新
聞
社
主
筆
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
地
域
青
年
の
思
想

善
導
を
目
指
し
た
下
伊
那
郡
国
民
精
神
作
興
会
に
参
加
し
、
そ
の
後
、
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

二
八

一
九
二
九
年
猶
興
社
と
い
う
国
家
主
義
団
体
を
結
成
し
た
。
こ
れ
を

核
と
し
て
一
九
三
一
年
に
国
家
主
義
政
党
愛
勤
党
南
信
支
部
を
結
成

し
て
支
部
長
に
就
任
、
同
年
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
長
野
県
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
初
当
選
を
果
た
し
た
。
翌
年
第
一
八
回
衆
議
院
議
員

選
挙
に
も
出
馬
し
た
が
、
得
票
数
最
下
位
で
落
選
し
た
。
一
九
三
二

年
、
郷
軍
同
志
会
の
結
成
に
関
わ
り
、
そ
の
理
論
的
指
導
者
と
な
っ

た
。
こ
の
郷
軍
同
志
会
は
、
一
九
三
三
年
、
桐
生
悠
々
が
「
関
東

防
空
大
演
習
を
嗤
ふ
」
を
発
表
し
た
こ
と
を
契
機
に
信
濃
毎
日
新

聞
不
買
運
動
を
展
開
し
、
桐
生
を
退
社
に
追
い
込
む
な
ど
、
自
由
主

義
的
・
反
軍
的
存
在
へ
の
排
撃
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
六
年
、
第
一
九
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
郷
軍
同
志
会
か
ら
出

馬
し
て
初
当
選
を
飾
り
、
以
後
三
期
代
議
士
を
務
め
た
。
一
九
四
〇

年
、
大
政
翼
賛
会
が
発
足
す
る
と
総
務
局
国
民
協
力
会
議
部
副
部
長

な
ど
を
歴
任
し
た
。
敗
戦
後
、
一
九
四
五
年
に
衆
議
院
議
員
を
辞
し
、

翌
年
公
職
追
放
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
一
年
に
六
三
歳
で
死

去
し
た（

（1
（

。

　

一
九
一
五
年
四
月
、
陸
軍
将
校
任
官
の
た
め
再
訓
練
を
受
け
て
い

た
中
原
は
日
記
に
「
自
分
の
能
力
の
継
ぐ
限
り
何
れ
の
方
面
へ
も
活

動
し
て
豊
富
な
生
活
を
送
る
の
が
自
分
の
望
」
み
だ
と
記
し
た
上
で
、

「
自
分
は
学
問
、
政
事
、
経
済
、
労
働
、
何
事
に
も
興
味
と
熱
心
と

を
以
て
活
動
す
る
」（

（1
（

と
記
し
た
。
当
時
二
五
歳
の
青
年
中
原
が
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
興
味
と
熱
意
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

こ
れ
ら
分
野
の
う
ち
生
涯
を
通
じ
、
特
に
関
わ
っ
た
の
は
「
政
事
」

で
あ
っ
た
。

　

中
原
が
政
治
活
動
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九
一
五
年
三
月
の
第

一
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
中
原
は
下
伊
那
地

域
を
基
盤
と
し
て
出
馬
し
た
樋
口
秀
雄（

（1
（

の
選
挙
運
動
に
深
く
関
わ

り
、
樋
口
の
選
挙
参
謀
と
し
て
政
治
活
動
を
開
始
し
た
の
だ
っ
た
。

三
月
七
日
、
前
日
に
樋
口
の
立
候
補
を
知
っ
た
中
原
は
、
樋
口
の
依

頼
で
下
伊
那
理
想
選
挙
団
同
盟
会（

（1
（

を
説
得
す
る
た
め
に
出
掛
け
た（

（1
（

。

こ
の
選
挙
に
際
し
て
、
立
憲
同
志
会
を
中
心
と
す
る
上
下
伊
那
地
方

の
非
政
友
会
グ
ル
ー
プ
は
、
立
憲
政
友
会
の
公
認
候
補
伊
藤
大
八
に

対
抗
す
べ
く
、
統
一
候
補
の
擁
立
を
目
指
し
た
が
、
様
々
な
名
前
が

挙
が
っ
た
た
め
銓
衡
が
難
航
し
て
い
た
。
結
局
、
立
憲
同
志
会
の
公

認
候
補
は
樋
口
に
決
定
し
た
が
、
同
地
方
に
お
い
て
有
力
な
支
持
母

体
と
な
る
べ
き
下
伊
那
理
想
選
挙
団
同
盟
会
や
、
上
伊
那
青
年
同
志

会
は
伊
原
五
郎
兵
衛
を
推
し
て
お
り
、
非
政
友
会
グ
ル
ー
プ
の
足
並

み
の
乱
れ
は
明
ら
か
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た

中
原
の
下
伊
那
理
想
選
挙
団
同
盟
会
訪
問
は
、
伊
原
擁
立
の
断
念
を

求
め
る
た
め
で
あ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
同
盟
会
は
中
原
の
求
め
を
拒
絶

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
中
原
は
樋
口
に
大
隈
伯
後
援
会
か
ら
の
立
候

補
を
勧
め
た（

（1
（

。
大
隈
伯
後
援
会
は
早
稲
田
大
学
出
身
の
校
友
有
志
に
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

二
九

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
非
政
友
系
の
政
治
団
体
で
あ
り
、
こ
の
選
挙
に

際
し
て
は
「
遊
説
隊
」
を
全
国
に
派
遣
す
る
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
大
隈

ブ
ー
ム
」
の
中
核
を
担
う
団
体
で
あ
っ
た（

（1
（

。
中
原
は
非
政
友
会
グ

ル
ー
プ
か
ら
樋
口
へ
の
統
一
的
な
支
持
が
得
ら
れ
な
い
現
状
を
踏
ま

え
、
選
挙
母
体
と
し
て
大
隈
伯
後
援
会
の
組
織
化
に
努
め
た
が（

（2
（

、
こ

れ
は
大
隈
伯
後
援
会
下
伊
那
支
部
の
発
足
と
い
う
形
で
結
実
し
た（

（2
（

。

こ
れ
に
よ
り
樋
口
は
「
大
隈
ブ
ー
ム
」
の
波
に
乗
る
形
で
勢
い
を
強

め
、
長
野
県
郡
部
選
挙
区
定
数
九
に
対
し
て
得
票
数
第
三
位
で
初
当

選
を
果
た
し
た
（
以
下
、総
選
挙
に
お
け
る
得
票
数
は
後
掲
表
参
照
）。

こ
の
一
連
の
中
原
の
行
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
政
治
活
動
に

対
し
て
極
め
て
現
実
主
義
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
実
主
義
的

な
一
面
は
、
の
ち
に
中
原
自
身
が
職
業
政
治
家
へ
と
転
身
し
て
い
く

過
程
で
「
右
翼
」
活
動
家
と
い
う
二
つ
目
の
顔
を
持
た
せ
る
こ
と
に

な
る
。

　

さ
て
、
そ
の
後
、
中
原
は
、
同
年
七
月
に
南
信
地
方
に
お
け
る
立

憲
同
志
会
系
新
聞
・
信
濃
時
事
新
聞
社
の
編
集
部
に
入
社
し
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
下
伊
那
地
域
の
言
論
界
に
影
響
を
与
え
た（

（2
（

。
こ

れ
は
中
原
自
身
の
政
治
的
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

一
九
一
七
年
、
中
原
は
下
伊
那
憲
政
倶
楽
部
（
以
下
、
憲
政
派
と
略

記
す
る
）
の
発
足
に
伴
っ
て
宣
言
・
決
議
文
を
起
草
し
た
が（

（2
（

、
こ
の

頃
に
は
既
に
憲
政
派
の
ホ
ー
プ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
中
央
に
お
い
て
再
び
高
ま
り
を
見
せ
た

普
通
選
挙
運
動
は
、
普
選
即
時
断
行
を
主
張
す
る
地
域
の
青
年
団
の

動
き
を
活
発
化
さ
せ
た
が
、
彼
ら
は
樋
口
に
支
持
を
集
中
さ
せ
た（

（2
（

。

青
年
団
の
樋
口
支
持
は
同
時
に
彼
の
選
挙
参
謀
で
あ
る
中
原
の
影
響

力
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、
一
九
一
九
年
に
中
原
は
南
信
電
気
株
式
会

社
の
支
配
人
に
招
聘
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
大
隈
伯
後
援
会
の
支
持

調
達
を
政
治
活
動
の
起
点
と
し
た
中
原
は
、
普
通
選
挙
運
動
の
高
ま

り
と
い
う
追
い
風
の
中
で
、
樋
口
と
共
に
地
域
に
お
け
る
社
会
的
地

位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
樋
口
派
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
た
普
通
選
挙
運
動
の
高
ま

り
は
、
関
係
団
体
を
簇
生
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
二
年
九
月
、

羽
生
三
七
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
自
由
青
年
連
盟
（
一
九
二
三
年

一
月
、
自
由
青
年
連
盟
の
英
訳Liberal 

Y
oung 

League

の
頭
文

字
を
と
っ
た
「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
」
と
い
う
名
の
組
織
に
改
組
）
は
そ
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
の
団
体
は
社
会
主
義
的
指
向
性
の
強
い
団
体
で
あ
っ
た（

（2
（

。

普
選
即
時
断
行
を
掲
げ
る
樋
口
は
当
然
こ
う
し
た
団
体
か
ら
も
強
い

支
持
を
受
け
て
お
り
、
自
由
青
年
連
盟
も
ま
た
そ
の
一
つ
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
三
月
に
い
わ
ゆ
る
「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
事
件
」

が
起
こ
る
と
、
治
安
警
察
法
違
反
で
自
由
青
年
連
盟
や
下
伊
那
郡
青

年
会
（
以
下
、
郡
青
と
略
記
す
る
）
の
幹
部
が
一
斉
に
検
挙
さ
れ
た

た
め
、
そ
れ
ま
で
青
年
団
を
主
な
支
持
基
盤
に
し
て
政
治
的
影
響
力
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を
保
持
し
て
い
た
樋
口
派
の
状
況
が
一
変
し
た
。
具
体
的
に
は
ま
ず

第
一
に
、
地
方
名
望
家
層
が
こ
の
事
件
を
契
機
に
態
度
を
硬
化
さ
せ

た
。「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
事
件
」
で
検
挙
の
対
象
と
な
っ
た
自
由
青
年
連
盟
に
は

地
方
名
望
家
層
の
子
弟
た
ち
も
関
与
し
て
い
た（

（2
（

。
こ
の
事
態
に
地
方

名
望
家
層
は
強
い
衝
撃
を
覚
え
た
。
こ
の
衝
撃
の
背
景
に
は
、
そ
の

四
ヵ
月
前
（
一
九
二
三
年
一
二
月
）
に
起
こ
っ
た
虎
ノ
門
事
件
が
あ
っ

た
。
虎
ノ
門
事
件
を
起
こ
し
た
難
波
大
助
は
、
衆
議
院
議
員
難
波
作

之
進
の
四
男
で
あ
り
、
地
域
を
善
導
す
べ
き
地
方
名
望
家
の
子
弟
が

自
ら
社
会
主
義
運
動
に
関
わ
り
、
国
体
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
下
伊
那
の
地
方
名
望
家
層
は
こ
の
難
波
と
自
由
青
年
連
盟
に

関
わ
っ
た
自
身
の
子
弟
た
ち
を
重
ね
合
わ
せ
、「
第
二
の
虎
ノ
門
事
件
」

を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
危
険
が
身
近
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
大

き
な
衝
撃
を
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
衝
撃
は
同
時
に
自
由
青
年

連
盟
を
は
じ
め
と
す
る
青
年
団
の
支
持
を
受
け
て
政
治
的
影
響
力
を

保
持
し
て
い
た
樋
口
へ
の
不
信
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、

下
伊
那
地
域
で
有
数
の
地
方
名
望
家
森
本
州
平（

（2
（

は
日
記
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

郡
内
青
年
間
に
非
国
民
的
物
質
的
傾
向
ビ［

弥
］漫

し
之
を
煽
動
す
る

も
の
は
樋
口
秀
雄
に
し
て
之
れ
が
傀
ラ［

儡
］イ

た
る
も
の
は
信
濃
時

事
新
聞
な
り
、
有
識
者
は
大
に
之
を
憂
ふ
れ
と
も
政
党
の
桎
梏

に
か
ら
め
ら
れ
て
如
何
と
も
す
る
能
は
ず
、
彼
樋
口
が
教
育
に

理
解
を
有
す
る
と
云
ひ
て
危
劇
な
る
思
想
を
誘
導
す
る
は
憎
み

て
も
余
り
あ
り
と
云
ふ
べ
し（

（2
（

　

こ
う
し
た
地
方
名
望
家
層
の
樋
口
へ
の
不
信
は
、
一
方
で
憲
政
派

に
押
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た
下
伊
那
政
友
倶
楽
部
（
以
下
、
政
友
派
と

略
記
す
る
）
を
攻
勢
に
転
じ
さ
せ
た
。
政
友
派
は
こ
の
「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
事

件
」
を
勢
力
挽
回
の
好
機
と
捉
え
て
こ
の
事
件
の
逆
宣
伝
を
行
っ
た

の
だ
っ
た（

（3
（

。
こ
の
逆
宣
伝
に
よ
り
樋
口
ら
憲
政
派
は
動
揺
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

ま
た
第
二
に
、
樋
口
へ
の
不
信
を
表
明
す
る
勢
力
は
地
方
名
望
家

層
の
み
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
樋
口
を
強
く
支
持
し
て
き
た
青
年
団

か
ら
も
樋
口
へ
の
不
信
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
出
て
き
た
。
彼
ら

は
樋
口
ら
憲
政
派
が
青
年
や
労
働
者
の
運
動
を
自
党
の
勢
力
拡
大
に

利
用
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
反
発
し
、
樋
口
ら
憲
政
派
と
距
離
を
お

い
た（

（3
（

。
こ
れ
に
よ
り
樋
口
は
政
治
生
命
の
上
で
最
大
の
危
機
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
行
わ
れ
た
の
が
同
年
五
月
に

実
施
さ
れ
た
第
一
五
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
戦
に

お
い
て
、
樋
口
の
支
持
母
体
の
う
ち
天
竜
労
働
団
と
郡
青
が
選
挙
戦

を
傍
観
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た（

（3
（

上
に
、
前
述
の
事
情
か
ら
地
方

名
望
家
層
が
樋
口
を
忌
避
し
て
厳
し
い
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

に
加
え
て
、
政
友
派
が
県
会
議
長
を
務
め
た
重
鎮
の
平
野
桑
四
郎
を

候
補
者
と
し
て
擁
立
し
た
こ
と
か
ら
形
勢
は
更
に
悪
化
し
た
。
た
だ
、
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

三
一

幸
い
に
郡
青
は
「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
事
件
」
に
よ
っ
て
既
に
分
裂
状
態
に
陥
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、
個
々
の
青
年
団
の
中
に
は
引
き
続
き
樋
口

を
支
持
す
る
団
体
も
あ
り（

（3
（

、
彼
ら
を
基
盤
と
し
て
政
友
派
の
取
り
込

み
を
図
り
な
が
ら
樋
口
は
選
挙
戦
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た（

（3
（

。
こ
の

結
果
、
樋
口
は
得
票
数
二
〇
数
票
差
で
平
野
に
辛
勝
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
辛
勝
は
樋
口
派
に
二
つ
の
課
題
を
残
し
た
。
そ
れ

は
、
地
方
名
望
家
層
と
青
年
団
の
支
持
回
復
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の

課
題
に
樋
口
の
参
謀
で
あ
る
中
原
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。

　

２
、「
右
翼
」
と
し
て
の
源
流

　

一
九
二
四
年
一
〇
月
、「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
森
本

州
平
を
中
心
と
し
た
地
方
名
望
家
層
は
、
下
伊
那
郡
国
民
精
神
作
興

会
（
以
下
、
作
興
会
と
略
記
す
る
）
を
結
成
し
た
。
主
唱
者
の
森
本

は
「
右
翼
」
的
思
想
の
も
と
に
こ
の
結
成
を
唱
え
て
い
た
が（

（3
（

、
他
の

地
方
名
望
家
た
ち
は
当
時
予
審
の
模
様
が
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
て
い

た
「
Ｌ
Ｙ
Ｌ
事
件
」
の
衝
撃
か
ら
作
興
会
の
組
織
化
に
動
い
た
の
だ
っ

た（
（3
（

。
当
初
は
穏
健
な
教
化
活
動
で
青
年
の
思
想
善
導
を
図
ろ
う
と
し

て
い
た
が
、
早
く
も
半
年
ほ
ど
で
活
動
は
行
き
詰
ま
り
、
よ
り
強
制

力
の
あ
る
手
段
を
採
ろ
う
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
五
年

一
〇
月
に
郡
青
に
よ
っ
て
軍
事
教
育
反
対
運
動
（
青
年
訓
練
所
設
置

に
反
対
し
て
起
こ
っ
た
反
対
運
動
。
以
下
、
軍
教
反
対
運
動
と
略
記

す
る
）
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
郡
青
へ
の
補
助
金
打
ち
切

り
を
含
め
た
方
法
を
採
り
、
新
た
に
「
善
良
青
年
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
連
合
青
年
会
（
以
下
、
連
青
と
略
記
す
る
）
の
結
成
を
企
図

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
の
青
年
団
に
対
す
る
統
制
強
化
の
動
き
の
中
で
、
中
原
は
森
本

に
対
し
て
「
作
興
会
の
為
に
援
助
を
約
し
」（

（3
（

た
の
だ
っ
た
。
中
原
は
作

興
会
発
足
時
か
ら
理
事
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
が（

（3
（

、
彼
が
本
格
的

に
作
興
会
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
軍
教
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
中
原
は
作
興
会
と
の
関
わ
り
を
強
め
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
と
し
て
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
連
青
を
介
し
て
、
青
年
団
に
対
す
る
樋
口
派
の
影
響
力
を
残

そ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
既
に
第
一
五

回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
青
年
団
か
ら
の
統
一
的
支
持
を
失
っ

て
い
た
樋
口
派
は
、
再
び
青
年
団
の
支
持
回
復
を
図
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
新
た
に
結
成
が
企
図
さ
れ
て
い
る
連
青
は
、

そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
再
び
青
年
団
か
ら
の
統
一
的
な
支
持
回
復
を

図
る
好
機
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
作
興
会

は
地
方
名
望
家
層
を
横
断
的
に
包
含
し
て
お
り
、
要
す
る
に
、
中
原

の
同
会
参
加
は
前
述
し
た
樋
口
派
の
課
題
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
言
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史
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二

え
よ
う
。

　

一
九
二
五
年
一
二
月
、
下
伊
那
郡
役
所
で
軍
教
問
題
対
談
会
が
開

催
さ
れ
、
青
年
訓
練
所
設
置
に
反
対
す
る
郡
青
代
表
と
設
置
に
賛
成

す
る
在
郷
軍
人
会
代
表
各
一
〇
名
が
軍
事
教
育
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て

対
談
し
た
。
中
原
は
在
郷
軍
人
会
代
表
の
一
人
と
し
て
論
陣
を
張
り
、

い
わ
ば
こ
の
対
談
会
が「
右
翼
」活
動
家
と
し
て
の
中
原
の
デ
ビ
ュ
ー

の
場
と
な
っ
た
。
こ
の
対
談
会
に
お
い
て
社
会
主
義
思
想
の
も
と
に

軍
事
教
育
に
反
対
す
る
青
年
団
代
表
の
意
見
に
対
し
、
中
原
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

資
本
主
義
文
明
と
申
す
も
の
は
科
学
哲
学
の
上
に
成
立
し
て
ゐ

る
。
唯
物
文
明
と
科
学
哲
学
は
進
歩
発
達
の
哲
学
な
る
が
故
に
、

著
る

［
マ
マ
］し

い
発
達
を
と
げ
て
ゐ
る
。
即
ち
何
が
何
で
も
旧
套
を
侮

辱
し
て
前
へ
前
へ
と
進
む
の
が
科
学
文
明
、
資
本
文
明
の
特
質

で
あ
り
ま
す
。
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
が
進
化
論
を
唱
へ
十
年
を
経
ず
し

て
マ
ル
ク
ス
が
唯
物
資
本
論
を
著
し
た
が
、
此
の
科
学
文
明
、

科
学
哲
学
に
基
調
を
置
い
て
居
り
ま
す
。「
前
へ
」
と
云
ふ
の

が
其
モ
ツ
ト
ー
で
あ
る
。
進
化
哲
学
な
る
が
故
に
力
の
哲
学
で

あ
り
、
力
を
伸
ば
す
の
が
科
学
文
明
で
あ
る
か
ら
各
国
に
資
本

主
義
が
あ
る
以
上
、
こ
の
世
界
か
ら
戦
争
と
云
ふ
も
の
は
免
れ

な
い
。
少
く
と
も
資
本
主
義
精
神
が
救
は
れ
な
い
間
は
此
の
精

神
が
何
等
か
唯
心
的
方
面
に
変
ら
な
い
う
ち
は
、
戦
争
は
絶
え

得
ざ
る
も
の
と
信
じ
ま
す（

（4
（

。

　

こ
の
中
原
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン

主
義（

（4
（

の
認
識
の
も
と
、「
戦
争
は
絶
え
得
ざ
る
も
の
」
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
上
で
「
人
は
パ
ン
の
み
に
よ
つ
て
生
く
る
も
の
で
は
な
い
。
人

は
食
ふ
と
同
時
に
理
に
動
き
、
情
に
感
じ
、
名
誉
権
勢
も
欲
す
る
も

の
」（

（4
（

で
あ
る
と
述
べ
て
、
国
家
の
名
誉
や
権
威
を
守
る
た
め
に
は
軍

事
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
述
べ
た
。
た
だ
一
方
で
、
こ
の
対

談
会
の
中
で
「
日
本
が
進
ん
で
他
と
戦
争
す
る
必
要
は
な
い
」
と
か
、

「
在
郷
軍
人
だ
か
ら
と
云
つ
て
決
し
て
戦
争
は
好
き
で
な
い
」
と
中
原

は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
中
原
は
軍
事
力

を
国
家
の
発
展
に
伴
う
戦
争
に
お
け
る
手
段
と
し
て
不
可
欠
な
も
の

と
捉
え
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
認
識
は
彼
の
「
右
翼
」
活

動
家
と
し
て
の
主
張
の
根
底
と
な
っ
て
い
く
。

　

さ
て
、
軍
教
反
対
運
動
は
中
原
と
政
友
派
の
森
本
州
平
を
強
く
結

び
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
。
中
原
は
森
本
ら
と
共
に
郡
青
の
切
り
崩

し
工
作
を
行
い
、
そ
れ
は
一
九
二
六
年
二
月
に
上
郷
、
上
飯
田
、
泰

阜
、
竜
丘
の
四
ヵ
村
青
年
団
に
よ
る
連
青
の
結
成
と
し
て
結
実
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
下
伊
那
地
域
に
お
け
る
青
年
運
動
は
左
派
を
形
成
す
る

郡
青
、
右
派
を
形
成
す
る
連
青
、
い
ず
れ
に
も
参
加
し
な
い
中
間
派

と
い
う
三
派
鼎
立
状
態
が
現
出
し
た（

（4
（

。

　

一
九
二
八
年
一
月
に
田
中
義
一
内
閣
は
衆
議
院
を
解
散
し
、
い
よ
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右
翼
政
治
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」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

三
三

い
よ
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
小
選
挙
区
制
が
改
め
ら
れ
、
選
挙
区
が
複
数
の
行
政
区

に
跨
っ
た
中
選
挙
区
制
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
政
民
共
に
候
補
者

銓
衡
が
問
題
と
な
り
、
政
友
派
で
は
こ
れ
に
起
因
し
て
幹
部
間
の
対

立
が
起
こ
り
、
こ
の
結
果
分
裂
し
て
新
た
に
立
憲
政
友
革
新
会
（
以

下
、政
友
革
新
会
と
略
記
す
る
）が
誕
生
す
る
事
態
と
な
っ
た（

（4
（

。
ま
た
、

鈴
木
喜
三
郎
内
務
大
臣
に
よ
る
選
挙
干
渉
や
政
友
派
の
買
収
工
作
に

対
し
て
地
域
か
ら
反
発
が
起
こ
り（

（4
（

、
反
政
友
派
の
樋
口
派
に
と
っ
て

は
追
い
風
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
開
票
の
結
果
、
樋
口
は
定
数
四
に

対
し
て
得
票
数
第
一
位
で
当
選
を
果
た
し
、
前
回
の
総
選
挙
以
降

の
樋
口
派
の
行
動
が
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
更
に
、総
選
挙
直
後
に
い
わ
ゆ
る
「
三
・
一
五
事
件
」
が
起
こ
り
、

こ
の
結
果
左
派
系
の
郡
青
の
主
要
幹
部
が
全
員
検
挙
さ
れ
、
郡
青
は

解
体
し
て
し
ま
っ
た（

（4
（

。
こ
れ
に
よ
り
下
伊
那
地
域
に
お
け
る
青
年
団

連
合
組
織
は
連
青
だ
け
と
な
り
、
樋
口
派
が
か
つ
て
の
よ
う
に
青
年

層
か
ら
の
全
面
的
支
持
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
年
九
月
に
樋
口
は
突
如
民
政
党
を
脱
党
し
、
新
た
に

議
会
内
小
会
派
の
憲
政
一
新
会（

（4
（

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
民
政

派
は
「
樋
口
支
持
派
と
純
民
政
派
と
の
両
派
に
岐
れ
、
将
に
分
裂
の

危
機
に
直
面
し
」（

（4
（

た
。
樋
口
は
自
ら
の
手
で
安
定
し
た
「
地
盤
」
を

崩
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
中
原
は
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、

新
た
に
樋
口
の
個
人
後
援
会
発
足
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
後
に
「
猶
興
社
」
と
名
付
け
ら
れ
る
団

体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
樋
口
が
一
九
二
九
年
六
月
に
急
逝
し
た
た

め
、
民
政
派
内
で
か
つ
て
「
ホ
ー
プ
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
た
中
原
は
、「
樋
口
の
後
継
者
」
を
自
負
し
て
、
こ
の
新
団
体
を

も
と
に
職
業
政
治
家
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
原
は
森
本
を
介
し
て
全
日
本
興
国
同
志
会
に
参
加
し（

（5
（

、

一
九
二
九
年
七
月
に
同
会
が
政
党
化
方
針
を
決
定
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
同
年
一
二
月
に
そ
の
地
域
組
織
と
し
て
猶
興
社
準
備
会
を
結
成

し
た
。
全
日
本
興
国
同
志
会
は
「
右
翼
」
系
政
治
団
体
で
あ
り
、
こ

れ
が
の
ち
に
愛
勤
党
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
猶
興
社
は
「
那

［
郡
ヵ
］

青
年
及
壮
年
を
糾
合
」（

（5
（

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
樋
口
の
個
人

後
援
会
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
受
け
継
い
で
い
た
。
し
か
し
、
猶

興
社
が
主
要
構
成
員
と
し
よ
う
と
し
て
い
た
青
年
層
は
無
産
政
党
に

関
心
を
高
め
、
反
既
成
政
党
的
志
向
を
強
め
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
で

猶
興
社
は
反
既
成
政
党
・
反
無
産
政
党
を
掲
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

た
だ
、
中
原
自
身
が
強
く
既
成
政
党
に
反
感
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た（

（5
（

。

　

こ
う
し
た
猶
興
社
の
組
織
化
を
進
め
る
一
方
で
、
中
原
は
民
政
派

内
に
お
い
て
樋
口
の
後
継
者
と
し
て
の
立
場
を
確
立
す
る
争
い
を
展

開
し
て
い
た
。
そ
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
の
が
民
政
派
幹
事
長
の
遠

02田上慎一78.indd   33 12/10/25   14:37

Hosei University Repository



法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

三
四

山
方
景（

（5
（

で
あ
る
。
遠
山
は
も
と
も
と
飯
田
郵
便
局
長
で
あ
っ
た
が
、

樋
口
が
自
身
の
「
懐
刀
」
と
し
て
登
用
し
、
一
躍
民
政
派
の
中
心
と

な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た（

（5
（

。
こ
の
両
者
の
対
立
は
、
一
九
三
〇
年
の
第

一
七
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
公
認
候
補
の
銓
衡
を
巡
っ
て
頂

点
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、中
原
と
遠
山
は
共
に
「
樋

口
の
後
継
者
」
を
自
負
し
て
民
政
派
か
ら
の
立
候
補
を
目
指
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
候
補
を
巡
る
争
い
に
際
し
て
、
中
原
の

最
大
の
障
壁
と
な
っ
た
の
は
彼
の
個
人
後
援
会
と
し
て
活
動
す
べ
き

猶
興
社
準
備
会
で
あ
っ
た
。
一
月
一
七
日
に
中
原
は
自
身
の
立
候
補

や
選
挙
対
策
に
つ
い
て
猶
興
社
準
備
会
の
幹
部
と
打
ち
合
わ
せ
た

が
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
中
原
が
「
民
政
党
［
か
ら
。
筆
者
註
、
以

下
同
じ
］
立
候
補
と
な
り
た
る
場
合
は
立
候
補
す
る
と
明
言
」（

（5
（

し
た

の
に
対
し
て
、
会
議
に
同
席
し
て
い
た
吉
野
福
一
が
「
既
成
政
党
を

是
認
し
、
之
に
走
る
な
ら
ば
政
事
の
改
造
は
最
早
望
ま
れ
な
い
。
併

し
中
原
氏
と
手
を
切
る
様
に
な
る
か
も
知
れ
ん
」（

（5
（

と
言
い
、
中
原
と

の
認
識
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
。
吉
野
は
猶
興
社
準
備
会
に
お
い

て
青
年
層
を
取
り
ま
と
め
る
中
心
人
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
青
年
層
は
中
原
の
既
成
政
党
か
ら
の
立
候
補
を
一
切
認
め
な
い
姿

勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
青
年
層
の
意
向
に
加
え
、
猶
興
社

準
備
会
の
も
う
一
人
の
中
心
人
物
で
あ
る
森
本
が
選
挙
運
動
に
同
会

が
臨
む
こ
と
は
時
期
尚
早
と
考
え
て
い
た（

（5
（

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
会
合

に
お
い
て
「
此
際
猶
興
社
は
如
何
な
る
事
あ
り
て
も
政
戦
と
は
別
に

進
む
事
」（

（5
（

と
決
定
し
た
。
し
か
し
、
猶
興
社
準
備
会
が
動
か
な
い
こ

と
が
鮮
明
に
な
っ
た
後
も
中
原
は
立
候
補
に
固
執
し
続
け
て
い
た
。

結
局
、
森
本
が
「
予
め
猶
興
社
は
今
回
の
選
挙
と
は
無
関
係
と
す
る
、

中
原
に
は
友
人
と
し
て
自
重
せ
ら
れ
た
し
と
忠
告
」（

（6
（

し
て
引
導
を
渡

し
、
中
原
は
よ
う
や
く
立
候
補
を
断
念
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
候

補
を
巡
る
青
年
層
と
の
認
識
の
違
い
は
、
中
原
に
既
に
民
政
派
か
ら

の
立
候
補
が
難
し
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
一
二
月
、
猶
興
社
は
発
会
式
を
行
い
、
こ
こ
に
青
年

層
を
主
要
構
成
員
と
し
た
中
原
の
個
人
後
援
会
組
織
が
よ
う
や
く
形

成
さ
れ
た
。
翌
年
四
月
一
一
日
に
猶
興
社
は
政
党
化
方
針
を
決
定
し
、

同
社
は
更
に
同
月
二
九
日
に
は
愛
勤
党
下
伊
那
支
部
の
設
立
を
決
議

し
た（

（6
（

。
こ
の
下
伊
那
支
部
は
八
月
に
入
り
、
愛
勤
党
南
信
支
部
と
改

称
し
た
が
、
こ
の
動
き
か
ら
見
る
と
当
初
か
ら
国
政
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
尚
、
四
月
に
入
っ
て
こ
う

し
た
動
き
が
速
や
か
に
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
郡
青
委
員
長
と
し
て

青
年
団
の
左
派
、
右
派
、
中
間
派
い
ず
れ
か
ら
も
支
持
を
集
め
て
い

た
座
光
寺
久
男（

（6
（

が
愛
勤
党
に
加
入
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

（6
（

。
こ
の

座
光
寺
の
愛
勤
党
参
加
に
よ
り
、
広
く
青
年
層
の
愛
勤
党
参
加
を
生

む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
青
年
層
の
結
集
は
中
原
に
と
っ
て
は
思
わ

ぬ
「
副
産
物
」
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、中
谷
武
世
（
愛
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

三
五

勤
党
書
記
長
）
が
青
年
層
の
間
で
支
持
が
集
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を

理
由
に
、
森
本
に
対
し
て
事
実
上
の
「
引
退
勧
告
」
を
出
し
た
の
で

あ
る（

（6
（

。
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ま
で
中
原
と
森
本
の
「
双
頭
体
制
」
と
も

言
え
た
猶
興
社
は
、
中
原
の
個
人
後
援
会
と
し
て
明
確
化
し
た
。
こ

う
し
た
組
織
と
し
て
の
確
立
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
中
原
は
五
月
に
民
政
党
脱
党
の
上
で
愛
勤
党
に
入
党
す
る
こ
と

を
声
明
し
た（

（6
（

。
そ
し
て
、
七
月
に
正
式
に
愛
勤
党
南
信
支
部
の
支
部

長
に
就
任
し
、
い
よ
い
よ
中
原
が
政
治
の
表
舞
台
へ
と
登
場
し
た
の

で
あ
る
。

　

３
、
県
会
選
挙
当
選
と
総
選
挙
敗
北

　

こ
の
よ
う
に
し
て
愛
勤
党
南
信
支
部
は
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
中
原
の
県
会
議
員
選
挙
出
馬
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ

た（
（6
（

。
中
原
は
自
身
の
中
央
政
界
進
出
の
前
段
と
し
て
、
民
政
派
の
切

り
崩
し
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
下
伊
那
郡
は
民
政
派
の
最
大

票
田
で
あ
っ
た
も
の
の
、
有
力
な
拠
点
で
あ
っ
た
飯
田
町
（
現
飯
田

市
）か
ら
県
会
議
員
を
出
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に「
県

会
議
員
を
出
さ
な
か
つ
た
の
を
遺
憾
と
し
今
期
は
必
ず
一
名
を
擁
立

す
べ
し
の
与
論
」（

（6
（

が
高
ま
っ
て
い
た
。
中
原
は
出
身
こ
そ
龍
江
村
で

は
あ
っ
た
が
、
飯
田
町
に
在
住
し
て
脱
党
直
前
ま
で
飯
田
町
の
民
政

派
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
中
央
政
界
進
出
に
向

け
て
の
地
盤
固
め
と
し
て
民
政
派
の
切
り
崩
し
を
図
る
こ
と
が
重
要

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
民
政
派
は
中
原
の
県
会
選
挙
へ
の
出
馬

に
警
戒
感
を
持
っ
て
お
り（

（6
（

、
脱
党
後
の
中
原
は
民
政
派
に
と
っ
て
当

然
脅
威
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

八
月
二
七
日
、
愛
勤
党
南
信
支
部
の
発
会
式
が
飯
田
劇
場
に
お
い

て
行
わ
れ
た
が
、
中
原
は
こ
こ
で
正
式
に
公
認
候
補
と
し
て
擁
立
さ

れ
た（

（6
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
九
月
一
七
日
に
立
候
補
届
を
提
出
し
て
選

挙
に
出
馬
し
た
が
、
既
に
八
月
の
時
点
か
ら
実
質
的
な
選
挙
戦
が
開

始
さ
れ
て
い
た
。
愛
勤
党
南
信
支
部
は
他
の
政
党
と
同
様
に
「
猛
烈

な
潜
航

［
マ
マ
］

運
動
を
開
始
し
何
れ
も
個
人
或
は
団
体
等
に
対
し
、
擁
立

関
係
そ
の
他
の
理
由
を
た
よ
つ
て
買
収
策
を
講
じ
」（

（7
（

て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
県
会
選
挙
後
に
は
「
口
に
選
挙
浄
化
を
叫
び
乍
ら
阿
南
某
方

面
及
び
某
財
閥
よ
り
多
大
の
資
金
を
獲
得
し
、
攻
撃
す
る
某
既
成
政

党
の
戦
術
と
同
じ
様
に
相
当
バ
ラ
ま
い
た
」（

（7
（

と
噂
さ
れ
て
お
り
、
真

偽
は
定
か
で
は
な
い
が
中
原
の
選
挙
戦
に
は
相
当
の
買
収
工
作
が
な

さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
買
収
工
作
の
一
方
で
、
愛
勤
党
南
信
支
部
の
も
と
、
複

数
町
村
に
設
置
し
た
班
組
織
が
中
原
の
選
挙
戦
を
支
え
て
い
た
。
こ

の
班
単
位
の
活
動
に
は
、
中
原
が
在
郷
軍
人
会
の
幹
部
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
多
数
の
在
郷
軍
人
を
糾
合
す
る
方
針
で
あ
っ
た（

（7
（

。
つ
ま
り
、

青
年
団
と
在
郷
軍
人
が
中
原
の
選
挙
運
動
の
両
輪
と
な
っ
て
活
躍
し
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た
の
で
あ
る
。
こ
の
在
郷
軍
人
の
活
用
は
中
原
の
選
挙
戦
に
お
い
て

は
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
在
郷
軍
人
が
指
導
員
を
務
め

る
青
年
訓
練
所
の
生
徒
を
選
挙
運
動
に
動
員
し
た（

（7
（

こ
と
か
ら
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
思
わ
ぬ
反
発
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
、
選
挙
運
動
と
選
挙
体
制
の
両
面
か
ら
中
原
の
選
挙
戦
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
う
し
た
選
挙
戦
を
展
開
し
た
中
原
は
支

持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
初
か
ら
愛
勤
党
南
信
支
部
に
対
し
て

は
既
成
政
党
や
無
産
政
党
が
異
端
視
し
て
い
た
が
、
中
原
が
当
選
後

に
民
政
派
に
復
党
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と（

（7
（

、
更
に
前
述
し
た
事

情
も
あ
り
飯
田
町
の
民
政
派
か
ら
広
く
支
持
を
受
け
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。
事
実
、
九
月
一
九
日
に
は
飯
田
町
の
町
内
会
が
中
原
の
全

面
的
支
持
を
打
ち
出
し
て
お
り（

（7
（

、
こ
う
し
た
動
き
は
、
民
政
派
幹
部

の
造
反（

（7
（

や
政
友
革
新
会
に
よ
る
中
原
へ
の
支
持
表
明（

（7
（

に
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
う
し
た
追
い
風
の
結
果
、
中
原
は
定
数
五
に
対
し
て
得
票
数
第

四
位
で
当
選
を
果
た
し
た
。
尚
、
こ
の
選
挙
戦
に
は
遠
山
方
景
も
立

候
補
し
て
い
た
が
、
遠
山
は
次
点
で
落
選
し
た
。
結
局
、
樋
口
の
後

継
者
争
い
は
中
原
に
軍
配
が
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に
自

信
を
持
っ
た
中
原
は
民
政
派
か
ら
の
復
党
要
請
を
拒
絶
し（

（7
（

、
い
よ
い

よ
中
央
政
界
に
向
け
て
動
き
出
す
の
で
あ
る
。

　

一
一
月
二
一
日
に
南
信
支
部
大
会
を
開
催
し
た
中
原
ら
は
、
こ
の

場
で
県
会
議
員
選
挙
に
際
し
て
中
核
を
担
っ
た
「
班
」
を
「
支
部
」

に
格
上
げ
す
る
こ
と
を
決
定
、
宣
告
し
、
総
選
挙
に
向
け
て
南
信
地

域
の
選
挙
地
盤
強
化
を
図
っ
た（

（7
（

。
更
に
翌
年
一
月
一
日
に
、
犬
養
毅

内
閣
が
衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
候
補
者
擁
立
と
選

挙
資
金
調
達
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た（

（8
（

。
恐
ら
く
こ
の
場
で
中
原
の

立
候
補
が
再
確
認
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
以
後
、
中
原
は
選
挙
準
備
を
進
め
た
が
、
こ
こ
で
二
つ
の
誤

算
が
生
じ
た
。
第
一
の
誤
算
は
、
中
原
が
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
急
性

肺
炎
に
罹
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た（

（8
（

。
こ
れ
に
よ
り
中
原
の
立
候
補
を
周

囲
に
躊
躇
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
原
自
身
が
動
け
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
彼
を
支
援
す
る
動
き
を
鈍
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
を
利
用
し
て
、
他
の
政
党
が
自
党
系
の
新
聞
を
用
い
て
「
中
原

重
患
説
」
や
「
中
原
死
亡
説
」
を
大
々
的
に
報
じ
た（

（8
（

。
こ
う
し
た
手

法
は
中
原
の
選
挙
運
動
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二

の
誤
算
は
、
総
選
挙
の
準
備
過
程
に
お
い
て
大
日
本
生
産
党
が
中
原

の
立
候
補
す
る
長
野
県
第
三
区
（
諏
訪
郡
・
上
下
伊
那
郡
で
構
成
。

以
下
、
長
野
三
区
と
略
記
す
る
）
か
ら
候
補
者
を
擁
立
し
よ
う
と
し

た
こ
と
で
あ
る（

（8
（

。
当
時
、
愛
勤
党
本
部
は
、
社
会
民
衆
党
で
右
傾
化

を
見
せ
始
め
て
い
た
赤
松
克
麿
ら
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
日
本
国
民

社
会
党
準
備
会
を
結
成
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
右
翼
勢
力
の
大
合

同
」
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た（

（8
（

。
中
原
も
日
本
国
民
社
会
党
準
備
会
か

ら
推
薦
を
得
て
い
た
が（

（8
（

、
合
同
問
題
や
統
一
候
補
の
擁
立
に
不
満
を
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右
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治
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司
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三
七

抱
い
た
大
日
本
生
産
党
が
独
自
候
補
の
擁
立
に
動
い
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
大
日
本
生
産
党
は
候
補
者
選
出
を
行
わ
ず
、
愛

勤
党
南
信
支
部
は
二
月
一
日
の
党
員
大
会
で
正
式
に
中
原
を
候
補
者

に
決
定
し
た（

（8
（

。

　

こ
う
し
て
中
原
は
よ
う
や
く
立
候
補
に
た
ど
り
着
い
た
が
、
こ
の

総
選
挙
に
お
け
る
運
動
は
県
会
議
員
選
挙
時
と
は
全
く
異
な
っ
た
形

で
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
県
会
選
挙
時
の
支
持
者
が
中

原
を
支
援
せ
ず
、
愛
勤
党
南
信
支
部
内
の
青
年
層
が
運
動
の
主
体
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
、
県
会
選
挙
で
中
原
を
支
援
し
、
一
貫
し
て

活
動
を
共
に
し
て
い
た
森
本
州
平
す
ら
も
支
援
の
運
動
を
行
わ
な

か
っ
た（

（8
（

。
こ
う
し
た
事
態
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
県
会
選
挙
時
の
選

挙
手
法
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
中
原
は

県
会
選
挙
時
に
青
年
訓
練
所
の
指
導
員
や
生
徒
を
用
い
て
選
挙
運
動

を
展
開
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
地
方
名
望
家
層
が
大
き
な
不
信
感

を
露
わ
に
し
た
の
で
あ
る（

（8
（

。
青
年
訓
練
所
は
町
村
か
ら
公
費
が
充
て

ら
れ
、
在
郷
軍
人
を
指
導
員
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
公
費
で

運
営
さ
れ
る
青
年
訓
練
所
が
一
党
に
偏
す
る
選
挙
運
動
を
展
開
し
た

こ
と
が
、
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
不
信
感
は
中
原
の
有
力
な
支

援
者
で
あ
っ
た
森
本
に
も
向
け
ら
れ
た（

（8
（

た
め
、
森
本
も
中
原
を
支
援

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
何
よ
り
も
県
会
選
挙
の
当
選

後
に
民
政
派
か
ら
の
復
党
要
請
を
拒
絶
し
た
こ
と
も
支
持
者
離
れ
に

拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
総
選
挙
に
は
前
年
の
県
会
選

挙
時
に
中
原
が
破
っ
た
遠
山
方
景
も
出
馬
し
て
い
た
が
、
民
政
派
は

遠
山
支
持
の
方
針
で
一
致
し
た
行
動
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
中
原
は
苦
し
い
選
挙
戦
を
強
い
ら
れ
、
選
挙
終

盤
に
は
資
金
枯
渇
状
態
に
陥
り
、
森
本
に
対
し
て
資
金
援
助
を
求
め

た
ほ
ど
で
あ
っ
た（

（9
（

。
こ
こ
か
ら
も
中
原
が
い
か
に
こ
の
選
挙
で
支
持

者
離
れ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
か
が
窺
え
る
。
結
局
、
他
の
候
補
者
が

一
万
票
以
上
の
得
票
を
得
る
中
で
、
三
一
二
六
票
し
か
獲
得
で
き
ず
、

最
下
位
で
落
選
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
中
原
の
総
選
挙
に
お
け
る
得

票
数
推
移
及
び
郡
別
の
得
票
率
に
つ
い
て
は
後
掲
図
１
・
図
２
参

照
）。

　

こ
の
総
選
挙
は
当
初
の
期
待
に
反
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
一
方

で
中
原
の
中
央
政
界
進
出
に
は
愛
勤
党
南
信
支
部
と
は
別
の
組
織
、

つ
ま
り
よ
り
一
層
地
域
的
支
持
を
ま
と
め
る
選
挙
母
体
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
。
青
年
層
だ
け
の
支
持
で
は
中
央
政
界
進
出

に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
在
郷
軍
人
と
い
う
よ
り
広
い
選
挙
地

盤
に
着
目
し
、
こ
れ
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
中
原

は
在
郷
軍
人
の
政
治
的
組
織
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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信
州
郷
軍
同
志
会
の
結
成
と
国
政
進
出

　

１
、
信
州
郷
軍
同
志
会
の
結
成

　

一
九
三
二
年
五
月
二
九
日
、
郷
軍
同
志
会
準
備
委
員
会
の
第
二
回

会
合
が
開
か
れ
、
趣
意
書
、
規
約
、
役
員
を
決
定
し
て
こ
こ
に
郷
軍

同
志
会
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（9
（

。
こ
の
郷
軍
同
志
会
結
成
の
起

点
は
、
一
九
三
二
年
三
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
連
隊
区
将
校
団（

（9
（

演

習
会
後
の
懇
親
会
の
席
上
、参
謀
本
部
支
那
班
長
根
本
博
中
佐
が
「
郷

軍
蹶
起
」
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
あ
っ
た（

（9
（

。
こ
の
懇
親
会
に
出
席
し

て
い
た
在
郷
軍
人
会
本
部
評
議
員
宮
澤
修
二
（
上
高
井
郡
連
合
分
会

長
）
は
、
こ
の
発
言
を
受
け
て
東
京
の
在
郷
軍
人
会
有
志（

（9
（

の
意
向
を

語
り
、「
郷
軍
有
志
の
実
行
団
体
」
の
必
要
を
説
い
た（

（9
（

。
こ
れ
以
後

郷
軍
同
志
会
の
結
成
運
動
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
既
に
中
原

は
自
身
の
政
界
進
出
を
目
的
と
し
て
明
倫
会
と
関
わ
り
を
持
っ
て
お

り
、
こ
れ
と
は
異
な
る
方
向
か
ら
在
郷
軍
人
の
政
治
的
組
織
化
に
動

き
出
し
て
い
た（

（9
（

。
中
原
は
郷
軍
同
志
会
結
成
運
動
に
合
流
し
、
そ
の

中
で
明
倫
会
と
の
つ
な
が
り
を
武
器
と
し
て
理
論
的
指
導
者
と
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
在
郷
軍
人
ら
は
な
ぜ
郷
軍
同
志
会
の
結
成
へ
と

動
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
郷
軍
同
志
会
の
結
成
を
担
っ
て
い
た
の
は

前
述
の
よ
う
に
在
郷
将
校
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
在
郷
軍
人
会

幹
部
で
あ
り
、
ま
た
地
方
名
望
家
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が

率
い
る
在
郷
軍
人
会
は
、
政
治
的
に
は
必
ず
し
も
「
一
枚
岩
」
に
な

れ
な
か
っ
た
。
在
郷
軍
人
会
の
大
半
を
占
め
る
の
は
下
士
官
や
兵
で

あ
り
、
そ
の
多
く
が
農
民
や
労
働
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
既

成
政
党
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
恐
慌
を
経
て
「
現
状
打
破
」
を

訴
え
る
農
民
団
体
や
労
働
団
体
の
構
成
員
と
な
り
、
無
産
政
党
を
支

持
す
る
者
も
出
て
い
た
。
既
に
政
友
派
・
民
政
派
の
影
響
力
は
在
郷

軍
人
会
内
に
も
及
ん
で
お
り
、
在
郷
将
校
た
ち
も
政
民
両
派
の
い
ず

れ
か
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た（

（9
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
在
郷
軍

人
会
内
に
政
民
い
ず
れ
も
支
持
し
な
い
「
第
三
派
」
の
勢
力
が
出
現

し
た
こ
と
は
、
在
郷
将
校
の
政
治
的
影
響
力
拡
大
を
促
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
郷
軍
同
志
会
に
こ
の
「
第
三
派
」
勢
力
の
中
堅
人
物

を
取
り
込
む
こ
と
で
、
在
郷
軍
人
会
内
の
在
郷
将
校
の
政
治
的
影
響

力
の
拡
大
を
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
在
郷
将
校
た
ち
は
在
郷
軍
人
の
政
治
的
組
織
化
を
構
想
し

つ
つ
も
自
ら
そ
れ
に
動
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
在
郷
軍
人
会
規
約
に
は
「
本
会
は
団
体
と
し
て
政
治
に
関
与

し
、
又
本
会
会
員
は
本
会
の
名
目
を
以
て
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
を

得
ず
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
陸
軍
省
や
連
隊
区
司
令
部
の
反
応
を

懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
登
場
し
た
の
が
前
述
し
た

根
本
博
と
松
本
連
隊
区
司
令
部
の
古
思
了
中
佐（

（9
（

で
あ
っ
た
。
古
思
は
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治
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」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

三
九

在
郷
軍
人
を
政
治
的
に
組
織
化
す
る
と
い
う
「
全
日
本
郷
軍
同
志
会

構
想
」
を
抱
き
、
陸
軍
を
政
界
か
ら
支
援
す
る
組
織
の
結
成
を
企
図

し
て
い
た（

（9
（

。
彼
ら
の
積
極
的
な
発
言
は
、
在
郷
将
校
た
ち
を
大
き
く

動
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
在
郷
将
校
た
ち
は
「
陸
軍
公

認
」
の
も
と
で
政
治
組
織
を
結
成
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

従
来
、
古
思
や
根
本
ら
現
役
将
校
と
の
関
わ
り
か
ら
郷
軍
同
志
会
は

「
軍
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
一
端
と
見
な
さ
れ
て
き
た（

（10
（

が
、
こ
れ
が
現
役

将
校
主
導
で
は
な
く
、
在
郷
将
校
主
導
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
、
留

意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
古
思
や
根
本
は
陸
軍
省
の
少
数
派
で
あ
っ
た
こ

と
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。
事
実
、古
思
は
麻
布
連
隊
区
時
代
に
「
全

日
本
郷
軍
同
志
会
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
た

め
に
松
本
連
隊
区
に
左
遷
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り（

（10
（

、
古
思
や
根
本
の
発

言
は
、在
郷
将
校
が
考
え
た
よ
う
な
「
陸
軍
公
認
」
と
は
ほ
ど
遠
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
郷
軍
同
志
会
の
発
足
直
後
に
同

会
と
松
本
連
隊
区
司
令
部
と
の
関
係
悪
化
と
い
う
形
で
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
郷
軍
同
志
会
の
幹
部
た
ち
は

陸
軍
省
徴
募
課
や
明
倫
会
と
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る（

（10
（

。
そ
の
過
程
で
明
倫
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
中
原
の
人
脈
が

大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。
こ
の
交
渉
の
結
果
は
不
明
だ
が（

（10
（

、
一
一
月

に
行
わ
れ
た
発
会
式
に
林
桂
と
池
田
純
久
が
同
席
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
陸
軍
省
側
の
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
「
陸
軍
公
認
」
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
そ
の
後
も
陸
軍
省
や
在
郷
軍
人
会
本
部
は
郷
軍
同
志
会
の
よ

う
な
在
郷
軍
人
に
よ
る
政
治
団
体
や
在
郷
軍
人
で
あ
る
こ
と
を
前
面

に
出
し
た
政
治
活
動
に
対
し
て
、
否
定
的
な
見
解
を
示
し
続
け
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
見
解
が
、
一
九
三
三
年
五
月
に
陸
軍
省

徴
募
課
長
松
村
正
員
が
連
隊
区
司
令
官
会
議
で
行
っ
た
講
演
「
進
出

中
の
新
な
る
諸
団
体
と
在
郷
軍
人
会
員
」
で
あ
っ
た
（
尚
、
徴
募
課

長
は
在
郷
軍
人
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
）。
こ
の
中
で
松
村
は
、

在
郷
軍
人
会
の
名
を
「
個
人
的
事
業
に
利
用
せ
ん
と
し
或
は
之
を
政

治
団
体
、
思
想
団
体
等
の
勢
力
扶
植
に
利
用
せ
ん
と
企
て
つ
ゝ
あ
る

も
の
等
」
が
あ
り
、
更
に
「
現
況
を
愁
ふ
る
者
若
は
此
機
に
乗
じ
て

野
望
を
果
さ
ん
と
す
る
者
等
に
依
つ
て
或
は
政
治
的
に
或
は
思
想
的

に
右
翼
的
硬
派
の
色
彩
を
有
す
る
各
種
団
体
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
の

中
に
は
在
郷
軍
人
会
の
有
力
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、「
焦
慮
」
し
て

い
る
と
述
べ
た（

（10
（

。
そ
の
上
で
松
村
は
次
の
よ
う
に
加
え
た
。

此
種
団
体
［
在
郷
軍
人
を
糾
合
し
た
政
治
団
体
］
中
に
は
或
は
本
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

四
〇

［
中
略
］
抑
も
既
成
団
体
の
罪
悪
を
是
正
せ
ん
と
す
る
の
意
志
を

在
郷
軍
人
の
一
員
と
し
て
企［

マ
マ
］蔵

す
る
こ
と
は
固
よ
り
排
撃
す
べ

き
で
な
く
寧
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
之
が
為
在
郷
軍
人
の

結
束
し
て
政
治
的
に
進
出
す
る
こ
と
は
吾
人
の
最
も
執
ら
ざ
る

所
で
あ
る（

（10
（

。

　

こ
う
し
た
発
言
は
、
陸
軍
省
が
郷
軍
同
志
会
に
否
定
的
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
在
郷
軍
人
会
規
約
の

政
治
不
関
与
は
あ
く
ま
で
在
郷
軍
人
会
と
い
う
組
織
に
関
す
る
規
定

で
あ
り
、
個
々
の
在
郷
軍
人
に
ど
こ
ま
で
適
用
で
き
る
か
曖
昧
な
部

分
も
存
在
し
た（

（10
（

。
そ
の
た
め
、
現
役
将
校
の
中
に
も
池
田
や
林
ら
の

よ
う
に
、
少
数
派
で
は
あ
る
が
、
是
々
非
々
の
立
場
で
在
郷
軍
人
に

よ
る
政
治
団
体
に
関
わ
り
を
持
と
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
や
、
古
思
や

根
本
ら
の
よ
う
に
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
と
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
も

い
た
の
で
あ
る
。
郷
軍
同
志
会
側
は
こ
う
し
た
中
で
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
池
田
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
関
わ
り

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
連
絡
役
と
な
っ
た
の
が
中
原
で
あ
っ
た
。

彼
は
郷
軍
同
志
会
側
の
意
向
を
池
田
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
伝
え
、
交
渉

を
行
う
と
共
に
、
池
田
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
要
望
す
る
活
動
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
郷
軍
同
志
会
が

下
部
組
織
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
一
九
三
五
年
に

郷
軍
同
志
会
が
明
倫
会
な
ど
と
共
に
起
こ
し
た
国
体
明
徴
運
動
は
陸

軍
省
の
意
志
に
反
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（10
（

。
こ
う
し
た
状
況
を

受
け
て
、
池
田
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
次
第
に
在
郷
軍
人
に
対
す
る
統
制

を
求
め
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る（

（10
（

。

　

２
、
国
政
進
出
の
実
現

　

で
は
、
中
原
の
新
た
な
選
挙
母
体
で
あ
る
郷
軍
同
志
会
は
、
中
原

の
選
挙
戦
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

郷
軍
同
志
会
が
最
初
に
挑
ん
だ
選
挙
戦
は
、
一
九
三
五
年
九
月
に

実
施
さ
れ
た
第
二
一
回
県
会
議
員
選
挙
で
あ
っ
た
。
前
回
の
選
挙
で

愛
勤
党
南
信
支
部
を
基
盤
に
初
当
選
を
飾
っ
た
中
原
は
、
再
び
出
馬

し
て
再
選
を
果
た
す
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
が（

（10
（

、
衆
議
院
議
員
の
任

期
満
了
が
迫
っ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
中
央
政
界
進
出
の
た
め
に
県

会
選
挙
に
は
立
候
補
し
な
い
意
志
を
固
め
て
い
た（

（11
（

。
そ
し
て
、「
身

代
わ
り
候
補
」
と
し
て
郷
軍
同
志
会
の
幹
部
で
あ
る
市
瀬
繁（

（11
（

を
擁
立

し
よ
う
と
し
て
い
た（

（11
（

。
郷
軍
同
志
会
は
、
市
瀬
の
他
に
全
県
で
候
補

者
を
擁
立
し
よ
う
と
候
補
者
の
銓
衡
を
行
っ
て
い
た
が（

（11
（

、
こ
れ
は
順

調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
初
の
粛
正
選
挙
と
い
う
情

勢
の
も
と
、
郷
軍
同
志
会
の
採
る
べ
き
方
針
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
七
月
、
松
本
連
隊
区
司
令
部
は
長
野
県
下
の
在
郷
軍

人
に
対
し
て
「
在
郷
軍
人
た
る
も
の
は
買
収
そ
の
他
の
不
正
選
挙
を
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

四
一

断
乎
と
し
て
退
け
、
あ
く
迄
清
き
技［

投
］票

を
行
ふ
べ
く
、
徒
ら
に
団
体

行
動
を
伴
つ
た
選
挙
運
動
に
関
与
す
べ
き
で
な
い
」（

（11
（

と
い
う
要
旨
の

印
刷
物
を
配
布
し
た
。
こ
う
し
た
初
の
粛
正
選
挙
と
い
う
情
勢
に
お

い
て
在
郷
軍
人
の
選
挙
違
反
者
を
出
し
た
く
な
か
っ
た
陸
軍
省
や
連

隊
区
司
令
部
で
は
、
組
織
的
な
選
挙
運
動
に
在
郷
軍
人
が
関
わ
る
こ

と
を
嫌
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
郷
軍
同
志
会
の
候
補
者
擁
立
を

牽
制
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
九
月
五
日
、
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

郷
軍
同
志
会
は
候
補
者
擁
立
の
断
念
を
発
表
す
る
の
だ
っ
た
。

近
く
挙
行
さ
る
ゝ
で
あ
ら
う
本
県
々
会
議
員
の
選
挙
に
対
し
、

信
州
郷
軍
同
志
会
は
、
紆
余
曲
折
の
結
果
全
面
的
に
候
補
者
を

擁
立
し
て
選
挙
戦
を
闘
う
事
を
差
控
へ
て
、
有
能
有
徳
な
る
候

補
者
を
支
持
し
或
は
適
当
の
候
補
者
な
き
場
合
は
候
補
た
る
と

た
ら
ざ
る
と
に
係
ら
ず
、
選
挙
区
内
に
お
い
て
信
頼
す
べ
き
人

の
名
を
投
じ
て
将
来
へ

［
マ
マ
］の

選
挙
界
に
多
大
の
示
さ3

を［
傍
点
マ
マ
］

あ
た
ふ
る

こ
と
に
努
め
る
方
針
に
決
定
し
た
。
近
き
将
来
に
当
つ
て
吾
人

の
健
闘
を
要
す
る
事
項
は
単
に
選
挙
の
み
で
は
な
い
。
否
、
よ

り
以
上
に
心
身
を
捧
げ
て
善
戦
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
事
柄
が

少
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら
今
回
の
地
方
議
会
に
代
表
を
送
る
と

い
ふ
事
に
は
、
其
地
位
に
あ
つ
て
順
当
に
出
馬
し
う
る
範
囲
の

同
志
を
の
み
擁
立
し
極
力
其
当
選
を
期
す
る
と
共
に
、
全
面
的

に
は
寧
ろ
無
理
を
し
な
い
で
其
余
力
を
蓄
積
し
、
満
を
持
し
て

放
た
ざ
る
状
態
に
置
く
事
が
必
要
だ
と
い
ふ
結
論
に
到
着
し
た（

（11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
郷
軍
同
志
会
は
全
面
的
な
候
補
者
擁
立
は
断
念
し

た
も
の
の
、「
其
地
位
に
あ
つ
て
順
当
に
出
馬
し
う
る
範
囲
の
同
志
」

に
つ
い
て
は
出
馬
さ
せ
る
方
針
を
採
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
原
は
自

身
の
選
挙
地
盤
確
保
の
た
め
に
政
友
派
の
幹
部
の
一
人
で
あ
り
、「
順

当
に
出
馬
し
う
る
」
と
考
え
た
市
瀬
を
出
馬
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
市
瀬
も
前
述
の
陸
軍
省
や
連
隊
区
司
令
部
と
の
関
係
か

ら
出
馬
を
決
め
た
の
は
、
投
票
日
一
週
間
前
の
九
月
一
八
日
で
あ
っ

た（
（11
（

。
幸
い
愛
勤
党
南
信
支
部
内
で
も
当
初
か
ら
当
選
が
見
込
ま
れ
て

い
た
こ
と（

（11
（

や
、
陸
軍
省
新
聞
班
長
と
な
っ
て
い
た
根
本
博
か
ら
の
資

金
援
助
も
あ
り（

（11
（

、
定
数
五
に
対
し
て
得
票
数
第
四
位
で
当
選
を
果
た

し
た
。

　

市
瀬
の
当
選
を
受
け
て
、
中
原
は
い
よ
い
よ
中
央
政
界
進
出
に
向

け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
総
選
挙
に
お
い
て

も
中
原
ら
郷
軍
同
志
会
は
、
再
び
粛
正
選
挙
と
い
う
「
障
壁
」
に
ぶ

つ
か
り
、更
な
る
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の「
障
壁
」

と
は
一
九
三
六
年
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
連
合
分
会
長
会
議
の
席

上
、
第
一
四
師
団
連
合
支
部
長
上
野
良
丞
少
将
が
在
郷
軍
人
会
と
し

て
選
挙
運
動
に
携
わ
る
こ
と
を
改
め
て
禁
じ
、
個
人
の
資
格
で
立
候

補
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
選
挙
違
反
を
出
さ
な
い
よ
う
訓
示
し
た
こ

と
で
あ
っ
た（

（11
（

。
地
域
で
は
在
郷
軍
人
会
と
郷
軍
同
志
会
を
同
一
視
し
、
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法
政
史
学
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十
八
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四
二

「［
在
郷
軍
人
会
］
分
会
の
各
集
合
に
疑
念
を
抱
く
者
さ
へ
あ
る
」（

（12
（

と

い
う
状
況
で
あ
り
、
中
原
ら
郷
軍
同
志
会
で
は
在
郷
軍
人
会
と
郷
軍

同
志
会
が
明
確
に
異
な
る
団
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
そ
こ
で
中
原
は
在
郷
軍
人
会
下
伊
那
郡
連
合
分
会
副
長
を
辞
任

し（
（12
（

、長
野
県
第
四
区
（
松
本
市
、南
北
安
曇
郡
、東
西
筑
摩
郡
で
構
成
。

以
下
長
野
四
区
と
略
記
す
る
）
か
ら
出
馬
が
決
ま
っ
て
い
た
郷
軍
同

志
会
会
長
の
関
重
忠
も
在
郷
軍
人
会
松
本
市
連
合
分
会
長
を
辞
任
し

た
。
立
候
補
予
定
者
の
在
郷
軍
人
会
役
員
の
辞
任
に
よ
り
両
者
が
異

な
る
団
体
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
粛
正
選
挙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
戦
は
追
い
風
の
中

で
推
移
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
政
友
派
が
下
伊
那
地
域
を
基
盤
と
す

る
候
補
者
を
擁
立
せ
ず（

（12
（

、
更
に
「
革
新
」
勢
力
と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
た
統
一
無
産
政
党
・
社
会
大
衆
党
が
長
野
三
区
か
ら
の
候
補
者

擁
立
を
断
念
し
た
た
め
で
あ
っ
た（

（12
（

。
こ
の
結
果
、
長
野
三
区
に
お
い

て
「
革
新
」
を
掲
げ
る
候
補
者
は
中
原
の
み
と
な
り
、
既
成
政
党
へ

の
批
判
が
集
ま
る
中
で
中
原
へ
の
得
票
が
集
中
し
た
。
開
票
の
結
果
、

中
原
は
政
友
派
の
大
物
代
議
士
小
川
平
吉
を
破
っ
て
初
当
選
を
飾

り
、
全
国
に
そ
の
衝
撃
が
伝
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た（

（12
（

。
し
か
し
、
一
方

で
長
野
四
区
か
ら
出
馬
し
た
関
重
忠
は
得
票
数
最
下
位
で
落
選
し
て

お
り
、
新
聞
で
は
中
原
の
当
選
に
は
社
会
大
衆
党
の
浮
動
票
が
大
き

な
役
割
を
担
っ
た
の
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
た（

（12
（

。
こ
の
観
測
は
決
し
て

新
聞
報
道
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
原
の
選
挙
参
謀
を
務

め
た
今
村
良
夫
（
在
郷
軍
人
会
川
路
村
分
会
長
）
も
同
様
の
見
方
を

と
り
、
中
原
の
当
選
後
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
中
原
の
政
治

姿
勢
の
再
考
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

前
略　

今
回
の
当
選
は
決
し
て
郷
軍
同
志
会
の
主
義
政
策
の
勝

利
に
て
は
無
之
、
寧
ろ
こ
れ
ら
は
得
票
を
減
少
し
た
る
も
の
に

て
、
氏
の
人
格
に
対
す
る
期
待
と
同
情
と
、
殊
に
郷
軍
を
中
心

の［
マ
マ
］

周
囲
の
情
誼
の
こ
も
つ
た
投
票
が
最
後
の
勝
利
を
得
せ
し

め
た
も
の
と
当
地
の
同
志
は
皆
信
じ
て
居
り
ま
す
。
兎
に
角
充

分
に
結
果
に
つ
い
て
研
究
を
な
し
、
確
な
認
識
の
上
に
今
後
の

戦
い
を
進
め
る
事
が
必
要
と
思
ひ
ま
す
。
多
分
に
僥
倖
と
考
へ

ら
れ
る
点
が
感
ぜ
ら
れ
ま
す
故
、
そ
れ
だ
け
将
来
が
案
ぜ
ら
れ

ま
す
。
中
谷
イ
ズ
ム
や
三
方
系
統
の
考
へ
は
何
う
も
再
吟
味
を

要
す
る
と
考
へ
る
が
如
何
。
軍
人
に
重
点
を
お
く
か
、
一
般
青

壮
年
と
ム［

無
］産

党
大
衆
に
重
点
を
お
く
か
も
考
へ
る
必
要
が
あ
ら

う
。
何
が
最
も
中
原
氏
を
大
成
さ
せ
る
か
を
考
へ
て
進
ん
で
頂

き
た
い（

（12
（

。

　

こ
の
中
で
今
村
は
中
原
の
当
選
を
「
僥
倖
」
で
あ
る
と
し
、
中
原

が
政
治
姿
勢
と
し
て
標
榜
し
て
い
た
「
右
翼
」
的
な
革
新
の
姿
勢
が

逆
に
中
原
の「
大
成
」を
危
う
く
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で「
軍

人
に
重
点
を
お
く
か
、
一
般
青
壮
年
と
ム［

無
］産

党
大
衆
に
重
点
を
お
く
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か
」
判
断
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
見
は
愛
勤

党
南
信
支
部
の
上
飯
田
支
部
長
を
務
め
る
塚
原
隆
美
か
ら
も
寄
せ
ら

れ
て
お
り（

（12
（

、
中
原
の
も
と
で
選
挙
運
動
を
行
っ
て
い
た
人
々
に
広
く

共
有
さ
れ
て
い
た
認
識
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
今
村
の
厳
し
い
指
摘
の
背
景
に
は
中
原
ら
郷
軍
同
志
会
の
掲

げ
る
政
策
が
矛
盾
す
る
と
い
う
懸
念
が
存
在
し
た
。
中
原
の
選
挙
公

報
を
見
る
と
、
彼
は
財
政
問
題
を
挙
げ
て
軍
備
の
充
実
と
農
村
の
匡

救
と
い
う
二
つ
の
財
政
支
出
を
並
立
し
て
訴
え
て
い
る（

（12
（

。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
こ
の
両
者
は
両
立
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
今
村

が
「
軍
人
に
重
点
を
お
く
か
、
一
般
青
壮
年
と
ム［

無
］産

党
大
衆
に
重
点

を
お
く
か
」
と
求
め
た
の
は
、
重
点
を
い
ず
れ
か
一
方
に
置
く
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
原
に
と
っ
て
こ
の

両
者
は
両
立
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
述
し
た
よ

う
に
中
原
の
考
え
る
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
の
も
と
で
は
国
家
は
常

に
進
歩
・
発
展
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
理
念
の
下
に
政
策

を
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
中
原
が
愛
勤
党
南
信
支
部
創

設
以
来
掲
げ
た
半
ば
神
が
か
り
的
な
政
治
姿
勢
は
、
実
際
に
生
活
の

向
上
を
求
め
る
人
々
か
ら
は
支
持
さ
れ
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今

村
が
「
中
谷
イ
ズ
ム
や
三
方
系
統
」
と
批
判
し
た
も
の
が
ま
さ
し
く

こ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
抽
象
的
な
政
治
姿
勢
と
政
策
は
、
社
会

大
衆
党
の
掲
げ
る
政
策
に
対
抗
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
今
村
ら
の
意
見
が
杞
憂
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
翌

一
九
三
七
年
に
行
わ
れ
た
第
二
〇
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
総
選
挙
に
は
中
原
の
ほ
か
、
社
会
大
衆
党
か
ら
野
溝

勝
が
出
馬
し
、「
革
新
」
を
標
榜
す
る
候
補
が
二
人
と
な
っ
た
。
中

原
は
開
票
一
日
目
に
自
身
の
手
帳
に「［
得
票
が
］無
産
派
に
及
ば
ず
。

こ
れ
で
は
郷
軍
の
努
力
か
分
ら
ぬ
。
今
一
般
の
奮
起
を
要
す
」（

（12
（

と
記

し
、
得
票
が
思
い
通
り
伸
び
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
示
す
の
だ
っ
た
。

最
終
的
に
は
得
票
数
第
三
位
で
当
選
は
果
た
し
た
も
の
の
（
し
か
し
、

後
掲
図
２
で
明
ら
か
な
よ
う
に
中
原
の
主
要
選
挙
地
盤
の
下
伊
那
郡

で
は
得
票
数
を
減
少
さ
せ
て
い
る
）、
社
会
大
衆
党
に
比
べ
て
支
持

が
広
が
ら
な
い
こ
と
を
受
け
、
中
原
は
選
挙
母
体
の
再
強
化
と
新
た

な
活
動
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

中
原
謹
司
は
、
こ
の
総
選
挙
後
に
日
本
農
民
連
盟
の
結
成
に
参
加

し
た
。
そ
し
て
、
郷
軍
同
志
会
を
同
連
盟
に
団
体
加
盟
さ
せ
、
選
挙

母
体
と
し
て
の
同
会
の
強
化
を
図
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で

「
近
衛
新
党
」
運
動
が
開
始
さ
れ
、
中
原
も
こ
れ
に
積
極
的
に
関
わ

り
を
も
っ
た
。
既
に
「
軍
の
一
躍
進
に
伴
ひ
、
無
産
党
の
み
膨
大
せ

ん
」（

（13
（

と
い
う
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
中
原
は
、
自
身
の
再
選
を
目
指
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し
て
こ
れ
に
加
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

以
上
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
原
は
樋
口
秀
雄
の
選
挙
参

謀
と
し
て
政
界
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
政
界
進
出
を
図
ろ
う
と
選
挙

基
盤
の
強
化
に
努
め
た
。
こ
の
中
で
中
原
が
選
挙
母
体
と
し
て
選
ん

だ
の
が
、
愛
勤
党
南
信
支
部
や
郷
軍
同
志
会
な
ど
と
い
っ
た
「
右
翼
」

系
団
体
で
あ
っ
た
。
中
原
は
こ
れ
ら
の
団
体
を
足
場
に
し
て
県
会
、

そ
し
て
中
央
政
界
へ
と
進
出
を
果
た
し
、
自
身
の
大
成
を
図
ろ
う
と

し
た
。
し
か
し
、愛
勤
党
南
信
支
部
は
県
会
へ
の
足
が
か
り
と
は
な
っ

た
も
の
の
、
青
壮
年
の
み
を
基
盤
と
し
て
い
た
た
め
に
選
挙
母
体
と

し
て
は
脆
弱
で
あ
り
、
在
郷
軍
人
を
組
織
し
た
と
言
わ
れ
る
郷
軍
同

志
会
も
そ
の
抽
象
的
な
政
策
と
政
治
姿
勢
ゆ
え
に
脆
弱
な
選
挙
母
体

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
原
は
第
一
九
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初

当
選
を
飾
っ
た
が
、
そ
の
当
選
は
「
僥
倖
」
と
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
「
革
新
」
を
標
榜
す
る
勢
力
で
も
現
実

的
な
政
策
を
示
し
て
い
た
社
会
大
衆
党
が
強
い
人
気
を
誇
っ
た
こ
と

を
裏
付
け
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
中
原
の
人
物
像
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
は
現
実
主
義
的
な

人
物
で
あ
り
、
ま
た
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
者
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
中
原
の
政
治
姿
勢
は
常
に
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
の
「
前
へ
」

が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
現
実
主
義
的
な
政
治
行
動
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
が
青
壮
年
の
人
気
を
集
め
、「
下
伊
那
民

政
派
の
ホ
ー
プ
」
へ
と
成
長
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ

ろ
う
。
た
だ
、
中
原
の
「
前
へ
」
と
い
う
姿
勢
は
同
時
に
「
親
軍
」

と
い
う
姿
勢
を
も
帯
び
て
い
た
。
中
原
は「
好
戦
論
者
」で
は
な
か
っ

た
が
、「
不
戦
論
者
」
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
中
原
謹
司
の
中
央
政
界
に
お
け
る
職
業
政
治
家
と
し
て

の
姿
と
そ
の
選
挙
母
体
に
つ
い
て
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、中
原
が
積
極
的
に
関
わ
っ

た
一
九
三
八
年
の
「
近
衛
新
党
」
運
動
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

紙
幅
の
関
係
上
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
別
稿
を
期
し
た
い
。
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表　第 12回総選挙～第 21回総選挙までの選挙得票数
①　第 12 回総選挙（1915.3.25）
郡
部
区

9 ○ 降旗元太郎 5,165 同志
○ 小坂順造 4,481 政友
○ 樋口秀雄 4,309 同志
○ 矢島浦太郎 3,438 同志
○ 小川平吉 3,060 政友
○ 翠川鉄三 3,041 政友
○ 玉井権右衛門 3,019 政友
○ 岡郎次郎 2,990 中正
○ 塩川幸太 2,959 政友

風間礼助 2,488 中正
中島精一 2,276 
伊原五郎兵衛 2,044 
伊藤大八 1,686 政友
山本禎三郎 1,266 
久保田与四郎 713 国民

②　第 13 回総選挙（1917.4.20）
郡
部
区

9 ○ 小川平吉 4,554 政友
○ 南沢宇忠治 4,149 政友
○ 小田切磐太郎 3,910 政友
○ 百瀬清治 3,821 政友
○ 降旗元太郎 3,815 憲政
○ 工藤善助 3,687 政友
○ 岡部次郎 3,432 憲政
○ 植原悦二郎 3,432 国民
○ 樋口秀雄 3,418 憲政

中村弥六 3,138 
市村連 2,926 憲政

③　第 14 回総選挙（1920.5.10）
第
12
区

1 ○ 樋口秀雄 5,201 憲政
伊藤大八 4,059 政友

④　第 15 回総選挙（1924.5.10）
第
12
区

1 ○ 樋口秀雄 4,903 憲政
平野桑四郎 4,878 政友

⑤　第 16 回総選挙（1928.2.20）
第
３
区

4 ○ 樋口秀雄 17,932 民政
○ 小川平吉 17,452 政友
○ 伊原五郎兵衛 16,035 政友
○ 戸田由美 14,526 民政

山田織太郎 11,778 政友
藤森成吉 6,916 労農
原田治郎 2,097 政友

⑥　第 17 回総選挙（1930.2.20）
第
３
区

4 ○ 戸田由美 18,451 民政
○ 北原阿智之助 17,515 民政
○ 林七六 16,374 政友
○ 宮澤胤勇 15,637 民政

平野桑四郎 15,134 政友
原田治郎 2,661 
山崎一雄 2,421 社民

⑦　第 18 回総選挙（1932.2.20）
第
３
区

4 ○ 小川平吉 18,279 政友
○ 平野桑四郎 18,108 政友
○ 有馬浅雄 13,392 政友
○ 戸田由美 13,214 民政

宮澤胤勇 12,097 民政
遠山方景 11,654 民政
中原謹司 3,126 愛勤

⑧　第 19 回総選挙（1936.2.20）
第
３
区

4 ○ 宮澤胤勇 19,168 民政
○ 木下信 13,989 民政
○ 北原阿智之助 12,646 民政
○ 中原謹司 11,049 郷軍

小川平吉 10,487 政友
有馬浅雄 5,529 政友
戸田由美 5,269 国同
小塩完次 3,290 
木村直交 3,275 政友

⑨　第 20 回総選挙（1937.4.30）
第
３
区

4 ○ 宮澤胤勇 17,784 民政
○ 北原阿智之助 12,249 民政
○ 中原謹司 11,749 時協
○ 野溝勝 11,614 社大

木下信 10,180 民政
金子靖夫 6,949 政友
代田芳太郎 5,851 政友

⑩　第 21 回総選挙（1942.4.30）
第
３
区

4 ○ 木下信 21,890 推薦（旧民政）
○ 小平権一 20,214 推薦（中立）
○ 吉川亮夫 16,283 推薦（旧民政）
○ 中原謹司 15,478 推薦（旧郷軍）

宮澤胤勇 11,830 非推薦（旧民政）
片倉弥太郎 737 非推薦（中立）

1）	党派の略称は以下の通りである。
	 政友＝立憲政友会、同志＝立憲同志会、中正＝中正会、
	 国民＝立憲国民党、憲政＝憲政会、民政＝立憲民政党、
	 労農＝労働農民党、社民＝社会民衆党、愛勤＝愛国勤労党、
	 国同＝国民同盟、郷軍＝信州郷軍同志会、時協＝時局協議会、
	 社大＝社会大衆党、空欄＝無所属	
2）	第 21 回総選挙においては、翼賛政治体制協議会からの推薦、
	 非推薦に加えて、旧所属党派も併記した。
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図 1　総選挙における中原謹司得票数推移

図 2　総選挙における中原謹司得票率
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

四
七

注（
1
）		

「
右
翼
」
と
い
う
概
念
が
指
す
範
疇
は
論
者
に
よ
り
異
な
る
が
、
本

稿
に
お
い
て
「
右
翼
」
と
い
う
概
念
は
内
務
省
警
保
局
が
「
国
家
主

義
」
と
呼
称
し
た
も
の
を
い
う
。
尚
、
戦
前
期
「
右
翼
」
研
究
の
現

状
に
つ
い
て
は
岡
佑
哉「
大
日
本
生
産
党
研
究
序
論
─
戦
前
期「
右
翼
」

研
究
の
現
状
と
課
題
─
」（
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
文

研
会
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
2
）		

佐
々
木
敏
二
「
一
地
方
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
─
長
野
県
下

伊
那
の
場
合
─
」（
藤
井
松
一
・
岩
井
忠
熊
・
後
藤
靖
編
『
日
本
近
代

国
家
と
民
衆
運
動
』〈
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
〉）。

（
3
）		

須
崎
愼
一
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』（
大
月
書
店
、

一
九
九
八
年
）。
尚
、
同
書
は
須
崎
氏
が
そ
れ
ま
で
発
表
し
た
論
考
を

時
系
列
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
須
崎
氏
は
そ
の
後
、「
信
州
郷
軍

同
志
会
の
誕
生
─
退
職
に
当
た
っ
て
の
市
瀬
繁
文
書
に
よ
る
補
足
─
」

（
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
日
本
学
コ
ー
ス
『
日
本
文
化

論
年
報
』
一
三
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、「
信
州
郷
軍
同
志
会
と
日

中
戦
争
」（
飯
田
市
歴
史
研
究
所
『
飯
田
市
歴
史
研
究
所
年
報
』
八
号
、

二
〇
一
〇
年
八
月
）
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
同
書
の
郷
軍
同
志
会
に

関
す
る
検
討
に
つ
い
て
補
足
及
び
再
検
討
を
行
っ
た
。

（
4
）		

こ
う
し
た
視
点
か
ら
下
さ
れ
た
中
原
の
人
物
像
に
疑
問
を
感
じ
た

牧
内
雪
彦
氏
は
、「
明
治
生
ま
れ
の
郷
土
青
年
～
中
原
謹
司
の
大
正
・

昭
和
史
～
」（
伊
那
史
学
会
『
伊
那
』
五
〇
─
二
、二
〇
〇
二
年
二
月
）

に
お
い
て
「
郷
土
の
先
覚
」
と
い
う
視
点
で
人
物
像
の
再
検
討
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
管
見
の
限
り
中
原
謹
司
を
取
り
上
げ
た
唯
一
の
論
考
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
界
進
出
以
前
の
中
原
の
動
向
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
伝
記
的
性
格
が
強
く
、
中
原
の
中
央
政
界
進
出

過
程
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）		

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵「
中
原
謹
司
文
書
」。
以
下
、「
中

原
文
書
」
と
略
記
し
、
請
求
番
号
を
付
記
す
る
。

（
6
）		

飯
田
市
歴
史
研
究
所
所
蔵
「
市
瀬
繁
文
書
」。
以
下
、「
市
瀬
文
書
」

と
略
記
し
、
請
求
番
号
を
付
記
す
る
。

（
7
）		

同
右
「
小
林
八
十
吉
文
書
」。
以
下
、「
小
林
文
書
」
と
略
記
し
、

請
求
番
号
を
付
記
す
る
。

（
8
）		

国
立
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
『
信
濃
毎
日
新
聞
［
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版
］』。
以
下
、『
信
毎
』
と
略
記
す
る
。

（
9
）		

飯
田
市
中
央
図
書
館
所
蔵『
南
信
新
聞［
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
］』。

以
下
、『
南
信
』
と
略
記
す
る
。

（
10
）		

同
右
『
信
濃
時
事
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
］』。
以
下
、『
信

濃
時
事
』
と
略
記
す
る
。

（
11
）		

前
掲
註
（
４
）「
明
治
生
ま
れ
の
郷
土
青
年
～
中
原
謹
司
の
大
正
・

昭
和
史
～
」、
三
四
─
三
五
頁
、
赤
羽
篤
ほ
か
編
『
長
野
県
歴
史
人
物

大
事
典
』（
郷
土
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
五
一
七
頁
、
衆
議
院
・

参
議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史　

院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
　
（
大
蔵

省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
）、
五
一
三
頁
。

（
12
）		

「D ［
マ
マ
］

airy

大
正
四
年
四
月
四
日
～
七
月
四
日
他
」（「
中
原
文
書
」

三
三
四
二
、
以
下
「
大
正
四
年
中
原
日
記
」
と
略
記
す
る
）、
四
月

一
五
日
の
条
。
以
下
史
料
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
は
現
代
の
も

の
に
な
お
し
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
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八

（
13
）		

樋
口
秀
雄
（
一
八
七
五
─
一
九
二
九
）
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初

期
に
活
躍
し
た
政
治
家
、
社
会
学
者
、
文
芸
評
論
家
で
あ
る
。
号
は

龍
峡
。
筑
摩
県
伊
那
郡
飯
田
町
（
現
飯
田
市
）
の
銀
行
家
の
家
に
生

ま
れ
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
一
八
九
七
年
に
東
京
帝
国
大

学
文
科
大
学
哲
学
科
に
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
文
芸
界
に
進
み
、
雑
誌

『
太
陽
』
で
「
美
的
生
活
論
を
読
ん
で
樗
牛
子
に
与
ふ
」
を
発
表
し
て

著
名
に
な
っ
た
。
一
九
一
五
年
の
第
一
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
立
憲
同
志
会
か
ら
出
馬
し
、
初
当
選
し
た
（
深
志
同
窓
会
編
『
深

志
人
物
誌
Ⅱ
』〈
深
志
同
窓
会
、
一
九
九
六
年
〉、
七
四
─
八
六
頁
）。

（
14
）		

理
想
選
挙
団
同
盟
会
と
は
、
理
想
選
挙
の
実
現
を
目
的
と
し
た
団

体
で
あ
る
。
理
想
選
挙
と
は
、
日
露
戦
後
に
選
挙
買
収
事
件
の
広
域

化
や
大
規
模
化
に
反
対
す
る
動
き
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
考
え
で
あ
り
、

買
収
な
ど
の
不
正
行
為
や
情
実
な
ど
で
は
な
く
、
演
説
や
文
書
送
付

に
よ
っ
て
選
挙
運
動
を
展
開
す
る
方
法
を
い
う
。
理
想
選
挙
の
実
現

を
目
指
す
運
動
は
様
々
な
団
体
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
団
体

は
一
九
一
一
年
に
理
想
選
挙
同
盟
会
と
し
て
統
合
さ
れ
、
全
国
に
支

部
を
設
置
し
た
。
季
武
嘉
也
氏
は
こ
の
動
き
を
「
非
政
友
会
系
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
の
運
動
」
と
捉
え
て
い
る
（
季
武

嘉
也
『
選
挙
違
反
の
歴
史　

ウ
ラ
か
ら
み
た
日
本
の
一
〇
〇
年
』〈
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
〉、
一
一
四
─
一
一
五
頁
）。

（
15
）		

「
大
正
四
年
中
原
日
記
」、
三
月
七
日
の
条
。

（
16
）		

清
水
迪
夫
『
一
地
方
に
お
け
る
近
代
思
想
の
あ
ゆ
み
─
長
野
県
下

伊
那
政
治
運
動
史
試
論
』（
銀
河
書
房
、
一
九
八
九
年
）、
六
六
─

六
八
頁
。

（
17
）		

同
右
。

（
18
）		

「
大
正
四
年
中
原
日
記
」、
三
月
七
日
の
条
。

（
19
）		

佐
藤
能
丸
「
大
隈
伯
後
援
会
に
関
す
る
一
考
察
─
市
島
謙
吉
の
日

記
を
中
心
と
し
て
─
」（
日
本
史
攷
究
会
編
『
日
本
史
攷
究
』〈
文
献

出
版
、
一
九
八
一
年
〉）、
四
〇
五
─
四
二
七
頁
。

（
20
）		

「
手
帳　

大
正
四
年
」（「
中
原
文
書
」
三
〇
六
六
）
に
は
、
大
隈
伯

後
援
会
下
伊
那
支
部
の
発
会
に
向
け
た
様
々
な
打
ち
合
わ
せ
事
項
や

日
程
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
中
原
が
支
部
発
足
に
関
わ
っ
た
主
要

人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
21
）		

前
掲
註
（
12
）「
大
正
四
年
中
原
日
記
」、
三
月
八
日
の
条
、「
大
正

四
年
三
月　

大
隈
伯
後
援
会
下
伊
那
支
部
趣
意
書
並
宣
言
」（
長
野
県

編
『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
編
第
三
巻
（
一
）〈
長
野
県
史
刊
行
会
、

一
九
八
三
年
〉、
四
三
六
─
四
三
七
頁
）。
尚
、
大
隈
伯
後
援
会
下
伊

那
支
部
の
発
会
式
は
選
挙
後
の
四
月
二
三
日
に
挙
行
さ
れ
（「
大
正
四

年
中
原
日
記
」、
四
月
二
二
日
の
条
）、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
樋
口
の

後
援
会
組
織
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
22
）		

同
右
、
二
八
─
二
九
頁
。

（
23
）		

「
ノ
ー
ト
」（「
中
原
文
書
」
三
二
九
四
）
に
は
、
憲
政
派
の
宣
言
及

び
決
議
の
草
稿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
原
が
こ
の
起
草
を
行
っ
た
と

推
測
で
き
る
。

（
24
）		

長
野
県
編
『
長
野
県
政
史
』（
長
野
県
、
一
九
七
二
年
）、
三
九
─

四
一
頁
。

（
25
）		
も
と
も
と
天
竜
川
の
水
力
発
電
は
下
條
電
気
Ｋ
．
Ｋ
と
米
川
電
気

の
二
社
に
分
れ
て
お
り
、
そ
の
二
社
が
合
併
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

四
九

た
の
が
南
信
電
気
株
式
会
社
で
あ
る
。
こ
の
合
併
の
背
景
に
は
天
竜

川
水
力
発
電
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
樋
口
支
持
派
の
中
核
で
あ
る

南
信
壮
年
団
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
題
の
背
景

に
は
政
友
会
系
の
投
資
家
へ
の
反
発
が
あ
り
（
前
掲
註
（
24
）『
長
野

県
政
史
』、
四
四
頁
）、
中
原
の
支
配
人
着
任
は
南
信
壮
年
団
の
「
反

政
友
」
運
動
の
結
果
で
あ
っ
た
。

（
26
）		

前
掲
註
（
2
）「
一
地
方
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
─
長
野
県
下
伊

那
の
場
合
─
」、
二
七
七
─
二
七
九
頁
。
自
由
青
年
連
盟
は
、
一
九
二
二

年
五
月
羽
生
ら
五
名
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
下
伊
那
文
化
会
」
と
い

う
社
会
主
義
研
究
グ
ル
ー
プ
を
大
衆
組
織
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
27
）		

同
右
、
二
七
五
─
二
八
〇
頁
。

（
28
）		

森
本
州
平
（
一
八
八
五
─
一
九
七
一
）
は
、
下
伊
那
郡
山
本
村
に

生
ま
れ
、
同
郡
松
尾
村
の
名
望
家
で
あ
っ
た
森
本
勝
太
郎
の
婿
養
子

と
な
っ
た
。
一
九
〇
八
年
、
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
業
後
に
一
年
志

願
兵
と
し
て
入
営
し
、
陸
軍
主
計
少
尉
で
退
営
し
た
。
帝
国
在
郷
軍

人
会
松
尾
村
分
会
長
や
下
伊
那
郡
連
合
分
会
副
長
、
更
に
百
十
七
銀

行
常
務
、
松
尾
村
議
な
ど
を
務
め
、
下
伊
那
郡
の
地
方
名
望
家
と
し

て
地
域
政
治
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
尚
、
中
原
に
と
っ
て
森
本

は
飯
田
中
学
校
の
二
期
先
輩
に
あ
た
り
、
そ
も
そ
も
両
者
は
面
識
が

あ
っ
た
。
の
ち
に
森
本
は
中
原
の
有
力
な
支
援
者
と
し
て
親
交
を
深

め
る
こ
と
に
な
る
（
須
崎
愼
一
「
史
料
紹
介
─
森
本
州
平
日
記
（
抄
）

〔
一
九
二
四（
大
正
一
三
）年
前
半
期
分
〕」〈
神
戸
大
学
教
養
部『
論
集
』

三
五
号
、
一
九
八
五
年
三
月
〉、
五
七
─
五
八
頁
）。

（
29
）		

同
右
、
五
月
九
日
の
条
。

（
30
）		

前
掲
註
（
24
）『
長
野
県
政
史
』、
四
五
頁
。

（
31
）		

同
右
。

（
32
）		

同
右
。

（
33
）		

長
野
県
下
伊
那
郡
青
年
団
史
編
纂
委
員
会
編
『
下
伊
那
青
年
運
動

史
』（
国
土
社
、
一
九
六
〇
年
）、
七
三
─
七
四
頁
。

（
34
）		

「
森
本
州
平
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
樋
口
派
は
「
平
野
は
県
議
長
と
し

て
名
議
長
樋
口
は
国
会
議
員
と
し
て
適
任
」
と
い
う
宣
伝
を
行
い
、

政
友
派
幹
部
の
一
人
で
あ
る
森
本
も
「
樋
口
派
の
宣
伝
巧
妙
な
り
」

と
記
し
て
い
る
（
前
掲
註
（
28
）「
史
料
紹
介
─
森
本
州
平
日
記
（
抄
）

〔
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
前
半
期
分
〕」、
五
月
七
日
の
条
）。

（
35
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
七
六
頁
。

（
36
）		

同
右
、
七
七
頁
。

（
37
）		

同
右
、
七
九
─
八
〇
頁
。

（
38
）		

須
崎
愼
一
「
史
料
紹
介
─
森
本
州
平
日
記
（
抄
）〔
一
九
二
五
（
大

正
一
四
）
年
一
〇
─
一
二
月
〕」（
神
戸
大
学
教
養
部
『
論
集
』
三
九
号
、

一
九
八
七
年
三
月
）、
一
一
月
二
一
日
の
条
。

（
39
）		

前
掲
註
（
2
）「
一
地
方
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
─
長
野
県
下

伊
那
の
場
合
─
」、
二
八
四
─
二
八
五
頁
。
こ
こ
で
佐
々
木
氏
は
、
作

興
会
の
役
員
の
構
成
か
ら
大
平
豁
郎
、
森
本
州
平
、
中
原
謹
司
な
ど

在
郷
軍
人
会
の
幹
部
が
中
心
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
見

方
は
妥
当
で
は
な
い
。
作
興
会
発
足
以
降
の
森
本
の
日
記
を
見
る
限

り
、
中
原
は
具
体
的
な
活
動
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
単

に
名
を
連
ね
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
40
）		

帝
国
在
郷
軍
人
会
下
伊
那
郡
連
合
分
会
編
「
軍
教
問
題
対
談
会
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五
〇

記
事
」（
帝
国
在
郷
軍
人
会
下
伊
那
郡
連
合
分
会
、
一
九
二
六
年
）、

二
五
─
三
三
頁
（「
中
原
文
書
」
一
四
六
六
）。

（
41
）		
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
と
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（Charles 

Robert 
D

arw
in

）
の
生
存
競
争
説
に
よ
っ
て
、
社
会
進
化
の
原
理
を
生
存
競

争
や
自
然
選
択
に
求
め
る
考
え
方
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert 
Spencer

）
の
社
会
進
化
論
的
社
会
学
が
そ
の
最
初
の
体
系
で
あ
り
、

例
え
ば
「
反
軍
演
説
」
で
知
ら
れ
る
斎
藤
隆
夫
も
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン

主
義
の
も
と
戦
争
肯
定
論
を
唱
え
て
い
た
（
出
原
政
雄
「
斎
藤
隆
夫

の
軍
部
批
判
の
論
理
と
戦
争
肯
定
論
」〈
同
志
社
法
学
会
『
同
志
社
法

学
』
六
三
─
一
、二
〇
一
一
年
六
月
〉、
一
六
三
─
一
六
五
頁
）。
こ
の

こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
こ
の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
に
基
づ
く

戦
争
肯
定
論
は
決
し
て
特
異
な
認
識
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時
の
社

会
情
勢
の
中
で
は
一
般
的
な
認
識
で
あ
っ
た
。

（
42
）		

前
掲
註
（
40
）
に
同
じ
。

（
43
）		

同
右
。

（
44
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
八
一
頁
。

（
45
）		

前
掲
註
（
16
）『
一
地
方
に
お
け
る
近
代
思
想
の
あ
ゆ
み
─
長
野
県

下
伊
那
政
治
運
動
史
試
論
』、
一
三
六
頁
。

（
46
）		

前
掲
註
（
14
）『
選
挙
違
反
の
歴
史　

ウ
ラ
か
ら
み
た
日
本
の

一
〇
〇
年
』、
一
三
九
─
一
四
〇
頁
。

（
47
）		

前
掲
註
（
33
）『
下
伊
那
青
年
運
動
史
』、
八
七
─
八
八
頁
。

（
48
）		

憲
政
一
新
会
は
昭
和
初
期
に
結
成
さ
れ
た
議
会
内
小
会
派
で
、
民

政
党
内
の
反
幹
部
派
で
あ
る
小
寺
謙
吉
、
樋
口
秀
雄
、
田
中
善
立
ら

が
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
同
会
は
、
第
五
六
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
政

友
会
と
の
提
携
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
、
一
九
二
九
年
八
月
に
は
解

散
し
て
政
友
会
に
合
流
し
た
こ
と
か
ら
、
議
会
対
策
に
苦
し
ん
で
い

た
政
友
会
の
民
政
党
切
り
崩
し
工
作
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
た
。

（
49
）		

内
務
省
警
保
局
編
『
復
刻
版　

昭
和
初
期
政
党
政
治
関
係
資
料
』

第
四
巻
（
不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
）、
四
二
頁
。

（
50
）		

東
京
大
学
文
学
部
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
「
史
料
紹
介　

森
本
州
平
日

記
（
二
）」（
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研

究
室
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
一
二
月
一
日
の
条
。

（
51
）		

同
右
、
一
二
月
一
五
日
の
条
。

（
52
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
九
五
頁
。

（
53
）		

遠
山
方
景
（
一
八
七
六
─
一
九
五
六
）
は
、
下
伊
那
郡
平
岡
村
生

ま
れ
の
政
治
家
。
飯
田
郵
便
局
長
を
務
め
る
か
た
わ
ら
憲
政
派
の
「
軍

師
」
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
、
一
九
三
五
年
に
長
野
県
会
議
員

補
欠
選
挙
に
出
馬
し
て
当
選
し
、
以
後
三
期
務
め
た
。
県
会
に
お
い

て
は
副
議
長
ま
で
歴
任
し
、
一
九
四
一
年
か
ら
飯
田
市
長
を
務
め
た

（
前
掲
註
（
11
）『
長
野
県
歴
史
人
物
大
事
典
』
四
八
三
─
四
八
四
頁
）。

（
54
）		

『
信
毎
』
一
九
三
一
年
七
月
一
二
日
付
、
夕
刊
、
二
面
。

（
55
）		

前
掲
註
（
50
）「
史
料
紹
介　

森
本
州
平
日
記
（
二
）」、
一
月
二
六

日
の
条
。

（
56
）		

同
右
、
一
月
一
七
日
の
条
。

（
57
）		

同
右
。

（
58
）		
同
右
、
一
月
一
八
日
の
条
。

（
59
）		
前
掲
註
（
56
）
に
同
じ
。

（
60
）		

同
右
、
一
月
二
一
日
の
条
。
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

五
一

（
61
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
一
〇
八
頁
及

び
「
宣
言
・
決
議
」（「
中
原
文
書
」
一
六
六
三
）。

（
62
）		
座
光
寺
久
男
（
一
九
〇
七
─
一
九
七
八
）
は
、「
三
・
一
五
事
件
」

に
よ
り
解
体
し
た
郡
青
を
再
建
し
、
郡
青
委
員
長
の
座
に
あ
っ
た
が
、

愛
勤
党
南
信
支
部
の
結
成
に
関
与
し
て
支
部
発
足
と
共
に
書
記
長
に

就
任
し
た
。
そ
の
後
、
長
野
県
職
員
と
な
り
、
新
体
制
運
動
が
始
ま

る
と
こ
れ
に
関
わ
り
、
長
野
県
下
の
翼
賛
壮
年
団
に
強
い
影
響
力
を

持
っ
た
。
戦
後
は
駒
ヶ
根
市
助
役
を
経
て
市
長
に
就
任
し
た
（
前
掲

註
（
11
）『
長
野
県
歴
史
人
物
大
事
典
』
三
二
八
─
三
二
九
頁
）。

（
63
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
一
〇
九
頁
。

（
64
）		

同
右
。
尚
、
中
谷
と
森
本
の
関
わ
り
は
、
森
本
が
講
演
依
頼
の
た

め
に
中
谷
を
訪
ね
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
全
日
本
興
国
同
志

会
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に
愛
勤
党
が
発
足
す
る
と
、
中
谷
は
党

本
部
の
幹
部
と
し
て
党
勢
拡
張
に
努
め
た
。
中
谷
に
よ
る
森
本
へ
の

「
引
退
宣
告
」
は
党
幹
部
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
中
谷
武
世

『
昭
和
動
乱
期
の
回
想
』
上
〈
泰
流
社
、
一
九
八
九
年
〉、
一
八
六
─

一
八
八
、二
二
〇
─
二
二
七
頁
）。

（
65
）		

『
南
信
』
一
九
三
一
年
五
月
三
〇
日
付
、
二
面
。

（
66
）		

同
右
。

（
67
）		

『
信
毎
』
一
九
三
一
年
八
月
一
八
日
付
、
三
面
。

（
68
）		

同
右
。

（
69
）		

『
南
信
』
一
九
三
一
年
八
月
二
九
日
付
、
二
面
。

（
70
）		

『
信
毎
』
一
九
三
一
年
八
月
一
八
日
付
、
四
面
。

（
71
）		

『
信
濃
時
事
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
一
日
付
、
二
面
。

（
72
）		

『
信
毎
』
一
九
三
一
年
九
月
一
日
付
、
四
面
。

（
73
）		

前
掲
註
（
71
）
に
同
じ
。

（
74
）		

当
時
、
中
立
を
標
榜
し
て
立
候
補
し
、
当
選
確
定
後
に
政
党
に
入

党
（
復
党
）
す
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
（『
信
毎
』

一
九
三
一
年
七
月
五
日
付
、
夕
刊
、
一
面
）。
中
原
も
脱
党
し
て
愛
勤

党
南
信
支
部
か
ら
立
候
補
し
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
「
中
立
候
補
」

で
あ
り
、
再
び
民
政
派
に
戻
る
期
待
感
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
後

述
の
よ
う
に
民
政
派
か
ら
復
党
要
請
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
75
）		

『
南
信
』
一
九
三
一
年
九
月
二
一
日
付
、
三
面
。

（
76
）		

同
右
、一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
付
、二
面
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

民
政
派
の
幹
部
が
中
原
に
演
説
会
場
を
提
供
し
、
民
政
派
が
こ
れ
に

抗
議
し
て
も
会
場
提
供
は
覆
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
77
）		

『
信
毎
』
一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
付
、
夕
刊
、
二
面
。

（
78
）		

『
南
信
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
五
日
付
、
二
面
。

（
79
）		

「
昭
和
六
年
一
一
月
二
二
日　

党
大
会
決
定
事
項
通
知
」（「
中
原
文

書
」
一
六
七
五
）。

（
80
）		

『
信
毎
』
一
九
三
二
年
一
月
七
日
付
、
四
面
。

（
81
）		

同
右
、
一
九
三
二
年
一
月
二
四
日
付
、
夕
刊
、
一
面
。

（
82
）		

「
森
本
州
平
宛
選
挙
御
礼
」（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
「
森

本
州
平
・
中
原
謹
司
文
書
」
Ｍ
一
五
四
─
五
）。
以
下
、
早
稲
田
大
学

中
央
図
書
館
所
蔵
「
森
本
州
平
・
中
原
謹
司
文
書
」
は
「
早
稲
田
文
書
」

と
略
記
し
、
請
求
番
号
を
付
記
す
る
。

（
83
）		
『
信
毎
』
一
九
三
二
年
一
月
三
一
日
付
、
五
面
及
び
『
信
濃
時
事
』

一
九
三
二
年
一
月
三
一
日
付
、
二
面
。
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五
二

（
84
）		

伊
藤
隆
『
近
衛
新
体
制
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）、
二
二
─

二
四
頁
。

（
85
）		
『
信
毎
』
一
九
三
二
年
一
月
二
八
日
付
、
四
面
。

（
86
）		
同
右
、
一
九
三
二
年
二
月
二
日
付
、
二
面
。

（
87
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
一
三
四
─

一
三
五
頁
。

（
88
）		

前
掲
註
（
71
）
に
同
じ
。

（
89
）		

『
南
信
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
六
日
付
、
二
面
。

（
90
）		

一
九
三
二
年
二
月
一
九
日
付
森
本
州
平
宛
中
原
謹
司
書
簡
（「
早
稲

田
文
書
」
Ｍ
一
五
四
─
五
）。
尚
、
中
原
の
援
助
を
求
め
る
電
報
が
県

会
選
挙
時
に
中
原
を
支
援
し
た
市
瀬
繁
に
も
発
信
さ
れ
て
お
り
（「
市

瀬
文
書
」
一
七
─
一
─
七
八
）、
選
挙
終
盤
に
お
け
る
中
原
の
資
金
難

が
窺
え
る
。

（
91
）		

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
『
信
州
郷
軍
』
一
九
三
三

年
四
月
三
日
付
、
四
面
。
尚
、『
信
州
郷
軍
』
は
郷
軍
同
志
会
の
機
関

紙
で
、
猶
興
社
が
発
行
し
て
い
た
『
信
濃
国
民
新
聞
』
を
改
題
す
る

形
で
発
刊
さ
れ
た
。
以
下
、法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵『
信

州
郷
軍
』
は
『
信
州
郷
軍
』
と
略
記
す
る
。

（
92
）		

連
隊
区
将
校
団
は
在
郷
将
校
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
尚
、

在
郷
将
校
と
い
う
呼
称
は
明
治
頃
か
ら
散
見
さ
れ
、「
予
備
役
後
備
役

退
役
将
校
同
相
当
官
」
と
言
う
の
が
正
式
で
あ
る
。

（
93
）		

前
掲
註
（
2
）「
一
地
方
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
─
長
野
県
下

伊
那
の
場
合
─
」、
三
一
九
頁
。

（
94
）		

東
京
の
在
郷
軍
人
会
有
志
と
は
、
藤
田
茂
一
郎
（
在
郷
軍
人
会
本

部
審
議
員
）、
関
仲
次
郎
（
東
京
府
連
合
分
会
長
）、
向
山
軍
二
郎
（
浅

草
分
会
長
）、
新
島
鍋
三
郎
（
深
川
分
会
長
）
ら
を
指
す
。
彼
ら
は

後
述
す
る
古
思
了
が
麻
布
連
隊
区
時
代
に
「
全
日
本
郷
軍
同
志
会
構

想
」
を
実
現
し
よ
う
と
指
導
し
た
在
郷
軍
人
会
幹
部
だ
っ
た
（
前
掲

註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
一
〇
四
頁
）。

（
95
）		

前
掲
註
（
93
）
に
同
じ
。

（
96
）		

明
倫
会
会
史
編
纂
所
編
『
明
倫
会
会
史
』（
明
倫
会
会
史
編
纂
所
、

一
九
四
二
年
）、
七
一
七
頁
。
明
倫
会
は
一
九
三
二
年
に
田
中
国
重
陸

軍
大
将
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
在
郷
軍
人
組
織
で
あ
り
、
組
織

の
中
心
は
石
原
広
一
郎
が
担
っ
て
い
た
。
石
原
は
現
役
将
校
と
積
極

的
に
関
わ
り
を
も
っ
て
お
り
（
赤
澤
史
朗
「
石
原
廣
一
郎
小
論
（
一
）

─
そ
の
国
家
主
義
運
動
の
軌
跡
─
」〈
立
命
館
大
学
法
学
部
『
立
命
館

法
学
』
二
四
五
号
、
一
九
九
六
年
一
月
〉、
二
三
〇
頁
）、
中
原
は
石

原
の
も
つ
人
脈
と
資
金
を
得
よ
う
と
参
加
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
97
）		

粟
谷
憲
太
郎
『
昭
和
の
政
党
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、

九
五
─
九
八
頁
。

（
98
）		

古
思
了
は
一
九
〇
五
年
に
久
留
米
連
隊
区
に
入
隊
後
、
一
九
〇
七

年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
（
陸
士
一
九
期
）。
一
九
一
四
年
青
島
守

備
軍
、
一
九
二
〇
年
久
留
米
連
隊
区
副
官
、
一
九
二
四
年
少
佐
任
官
、

一
九
二
六
年
茂
山
守
備
隊
長
、
一
九
二
九
年
麻
布
連
隊
区
司
令
部
付
、

一
九
三
一
年
松
本
連
隊
区
司
令
部
付
、
一
九
三
三
年
水
戸
連
隊
留
守

隊
長
、
一
九
三
五
年
沖
縄
連
隊
区
司
令
官
、
一
九
三
七
年
歩
兵
第
八

連
隊
長
を
歴
任
し
、
一
九
三
八
年
に
予
備
役
編
入
。
一
九
四
一
年
岡

山
連
隊
区
司
令
官
と
な
り
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

五
三

た
（
前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
一
〇
三
─

一
〇
五
頁
）。

（
99
）		
同
右
。

（
100
）		
同
右
、
一
六
六
頁
。

（
101
）		

前
掲
註
（
99
）
に
同
じ
。

（
102
）		

前
掲
註
（
3
）「
信
州
郷
軍
同
志
会
の
誕
生
─
退
職
に
当
た
っ
て
の

市
瀬
繁
文
書
に
よ
る
補
足
─
」、
五
三
─
五
四
頁
。

（
103
）		

同
右
。

（
104
）		

「
写　

支
部
情
報
資
料
」（「
中
原
文
書
」
一
五
二
〇
）。
尚
、
こ
の

史
料
は
帝
国
在
郷
軍
人
会
松
本
支
部
が
発
行
す
る
機
関
誌
『
松
本
支

部
報
』
の
原
稿
を
複
写
し
た
も
の
で
、
在
郷
軍
人
会
松
本
支
部
の
役

割
も
担
う
松
本
連
隊
区
司
令
部
か
ら
長
野
県
下
の
各
在
郷
軍
人
会
役

員
に
送
付
さ
れ
た
。
尚
、
同
原
稿
は
『
松
本
支
部
報
』
一
九
三
三
年

六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
（
藤
原
彰
・
功
刀
俊
洋
編
『
資
料
日
本
現
代
史
』

第
八
巻
〈
大
月
書
店
、
一
九
八
三
年
〉、
五
〇
三
─
五
〇
五
頁
）。

（
105
）		

同
右
。

（
106
）		

郡
司
淳
「
軍
人
の
政
治
化
─
在
郷
将
校
を
め
ぐ
る
軍
事
と
政
治
─
」

（
大
濱
徹
也
編
『
国
民
国
家
の
構
図
』〈
雄
山
閣
出
版
、一
九
九
九
年
〉）、

一
九
一
─
一
九
二
頁
。

（
107
）		

日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
牧
達
夫
談
話
速
記
録
』（
日
本
近
代
史

料
研
究
会
、
一
九
七
九
年
）、
二
九
─
三
一
頁
。

（
108
）		

例
え
ば
、池
田
純
久
執
筆
と
い
わ
れ
る
「
陸
軍
当
面
の
非
常
時
政
策
」

（
一
九
三
五
年
）
で
は
、「
郷
軍
背
景
の
政
治
団
体
の
自
然
発
生
的
簇

出
は
将
来
の
郷
軍
統
制
上
障
害
化
せ
る
惧
れ
」
が
あ
り
、「
郷
軍
利
用

の
組
織
は
軍
部
当
面
の
急
務
中
の
急
務
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
秦

郁
彦
『
軍
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
史
』〈
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
〉、

三
五
六
頁
）。
た
だ
、
そ
れ
以
後
も
在
郷
軍
人
を
背
景
と
す
る
政
治
団

体
を
統
制
す
る
方
針
は
定
め
ら
れ
ず
、
一
九
三
六
年
一
二
月
に
な
り

「
在
郷
軍
人
を
主
体
と
す
る
政
治
的
色
彩
あ
る
団
体
及
右
翼
団
体
に
対

す
る
憲
兵
の
取
締
方
針
に
関
す
る
件
」
と
し
て
よ
う
や
く
方
針
が
定

め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
尚
、
こ
の
方
針
に
お
い
て
在
郷
軍
人
を
背
景

と
す
る
政
治
団
体
に
対
し
て
「
現
役
軍
人
、
軍
隊
に
働
き
か
け
ざ
る

こ
と
」、「
在
郷
軍
人
会
の
統
制
を
紊
し
、
若
は
会
の
名
目
を
僭
称
し
、

又
は
濫
用
せ
ざ
る
こ
と
」、「
軍
の
方
針
よ
り
逸
脱
せ
ざ
る
こ
と
」、「
合

法
的
な
る
こ
と
」
と
い
う
四
点
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
『
陸
軍
省
大
日
記
甲
輯　

昭
和
一
一
年
』
第
四

類
第
一
冊
〈
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
〉「
在
郷
軍
人
を
主
体
と
す
る

政
治
的
色
彩
あ
る
団
体
及
右
翼
団
体
に
対
す
る
憲
兵
の
取
締
方
針
に

関
す
る
件
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドC01001372400

）。

（
109
）		

『
信
毎
』
一
九
三
五
年
八
月
二
〇
日
付
、
一
面
及
び
八
月
二
五
日
付
、

夕
刊
、
一
面
。

（
110
）		

『
信
濃
時
事
』
一
九
三
五
年
九
月
二
〇
日
付
、
二
面
。

（
111
）		

市
瀬
繁
（
一
八
九
〇
─
一
九
七
一
）
は
、
一
九
〇
四
年
に
飯
田
小

学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、
飯
田
中
学
校
に
進
ん
だ
。
小
学
校
助
教
を

経
て
一
九
一
〇
年
に
第
一
四
師
団
騎
兵
第
二
六
連
隊
に
一
年
志
願

兵
と
し
て
入
隊
。
そ
の
後
、
少
尉
に
任
官
（
の
ち
中
尉
に
進
む
）。

一
九
一
五
年
、
伊
賀
良
村
収
入
役
を
経
て
、
一
九
二
一
年
に
は
村
会

議
員
に
当
選
し
た
。
在
郷
軍
人
会
下
伊
那
郡
連
合
分
会
長
を
務
め
て
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

五
四

お
り
、
一
方
で
政
友
派
の
幹
部
の
一
人
で
あ
っ
た
（
伊
賀
良
村
史
編

纂
委
員
会
編
『
伊
賀
良
村
史
』〈
伊
賀
良
村
史
刊
行
会
、一
九
七
三
年
〉、

一
二
六
二
頁
、『
信
毎
』
一
九
三
五
年
九
月
二
一
日
付
録
「
県
会
議
員

総
選
挙
候
補
者
一
覧
」）。

（
112
）		

『
南
信
』
一
九
三
五
年
八
月
二
六
日
付
、
三
面
。

（
113
）		

『
信
毎
』
一
九
三
五
年
九
月
五
日
付
、
一
面
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

下
伊
那
の
他
に
上
水
内
、
南
佐
久
、
東
筑
摩
、
諏
訪
、
上
高
井
、
松

本
な
ど
か
ら
候
補
者
を
擁
立
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
と
い
う
。

（
114
）		

『
南
信
』
一
九
三
五
年
七
月
一
四
日
付
、
三
面
。

（
115
）		

『
信
州
郷
軍
』
一
九
三
五
年
九
月
五
日
付
、
一
面
。
尚
、
同
文
の
草

稿
が
「
県
々
会
議
員
選
挙
に
対
す
る
信
州
郷
軍
同
志
会
方
針
」
と
し

て
中
原
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
（「
中
原
文
書
」
一
七
二
二
）。

（
116
）		

『
信
毎
』
一
九
三
五
年
九
月
一
九
日
付
、
一
面
。

（
117
）		

一
九
三
五
年
八
月
一
七
日
付
小
林
八
十
吉
宛
林
武
男
書
簡
（「
小
林

文
書
」
一
三
九
─
三
─
七
九
）。
尚
、
差
出
人
の
林
武
男
は
愛
勤
党
南

信
支
部
の
千
代
村
支
部
長
で
あ
る
。

（
118
）		

前
掲
註
（
3
）『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
』、
二
六
六
頁
及

び
「
信
州
郷
軍
同
志
会
と
日
中
戦
争
」、
三
五
頁
。
須
崎
氏
に
よ
れ
ば
、

九
月
五
日
に
中
原
が
根
本
博
に
県
会
選
挙
の
資
金
援
助
を
要
請
し
た

際
、
根
本
は
内
務
省
へ
の
便
宜
供
与
を
約
し
た
と
い
う
。

（
119
）		

『
信
毎
』
一
九
三
六
年
二
月
三
日
付
、
二
面
及
び
『
信
濃
時
事
』

一
九
三
六
年
二
月
三
日
付
、
二
面
。

（
120
）		

同
右
。

（
121
）		

一
九
三
六
年
一
月
二
八
日
付
市
瀬
繁
・
下
田
史
郎
宛
中
原
謹
司
書

簡
（「
市
瀬
文
書
」
一
八
─
二
─
五
八
）。
尚
、
こ
の
中
原
の
辞
表
は

の
ち
に
受
理
さ
れ
、
下
伊
那
郡
連
合
分
会
顧
問
に
委
嘱
さ
れ
る
に
至
っ

た
（「
中
原
文
書
」
二
九
七
九
）。

（
122
）		

『
信
毎
』
一
九
三
六
年
二
月
八
日
付
、
夕
刊
、
一
面
。

（
123
）		

前
掲
註
（
16
）『
一
地
方
に
お
け
る
近
代
思
想
の
あ
ゆ
み
─
長
野
県

下
伊
那
政
治
運
動
史
試
論
─
』、
一
九
三
頁
。
尚
、
清
水
氏
に
よ
れ
ば

第
二
一
回
県
会
選
挙
時
に
長
野
三
区
の
各
候
補
が
獲
得
し
た
得
票
数

は
、
下
伊
那
の
羽
生
三
七
が
五
六
五
七
票
（
当
選
）、
上
伊
那
の
野
溝

勝
が
二
三
〇
〇
票
（
落
選
）、
諏
訪
の
林
虎
雄
が
二
二
九
四
票
（
当

選
）
で
、
得
票
数
合
計
は
一
万
票
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
（
同
前
、

一
八
九
─
一
九
〇
頁
）。

（
124
）		

『
信
毎
』
一
九
三
六
年
二
月
二
三
日
付
、
一
面
。

（
125
）		

『
東
京
朝
日
新
聞
長
野
県
版
』
一
九
三
六
年
二
月
二
三
日
付
、
一
面

（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
小
川
平
吉
文
書
」
Ｒ
─
37
）。

（
126
）		

（
一
九
三
六
ヵ
）
年
二
月
二
四
日
付
小
林
八
十
吉
宛
今
村
良
夫
書
簡

（「
小
林
文
書
」
一
三
九
─
三
─
五
八
）。

（
127
）		

一
九
三
六
年
三
月
一
四
日
付
小
林
八
十
吉
宛
塚
原
隆
美
書
簡
（「
小

林
文
書
」
一
三
九
─
三
─
二
五
）。
こ
の
書
簡
の
中
で
塚
原
は
「
如
何

な
る
人
々
と
一
緒
に
成
［
マ
マ
］つ

て
活
動
さ
る
ゝ
か
其
指
針
を
十
分
に
研
究

し
て
進
ま
ざ
れ
ば
氏
の
今
后
の
政
治
的
立
場
に
影
響
あ
る
処
大
な
ら

ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
128
）		
「
第
一
九
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

選
挙
公
報
」（「
市
瀬
文
書
」
三
─

四
六
）。

（
129
）		

「
手
帳　

昭
和
一
二
年
五
～
八
月
」（「
中
原
文
書
」
三
〇
九
七
）。
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「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
（
田
上
）

五
五

（
130
）		

「
手
帳　

昭
和
一
二
年
一
～
四
月
」（「
中
原
文
書
」
三
〇
九
六
）。

［
付
記
］
本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
に
提
出
し

た
卒
業
論
文
の
一
部
を
修
正
・
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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